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昇
華
さ
せ
る
財
）を
重
ん
じ
る
価
値
観

の
変
化
と
見
な
さ
れ
る
。近
年
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
段
階
説
で
い
え
ば
、第

5
段
階
の「
自
己
実
現
の
欲
求
」の
さ

ら
に
高
次
に
あ
る「
自
己
超
越
」の
次

元
に
あ
た
る
。も
は
や
個
人
の
次
元
で

は
な
く
、他
者
・
人
類
・
生
物
・
自
然
と

の
つ
な
が
り
ま
で
が
志
向
さ
れ
る
。

S
D
G
s
と
同
様
の
文
脈
で
あ
る
が
、

人
類
は
地
球
環
境
や
資
源
の
有
限
性

に
直
面
し
て
お
り
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ（
持
続
可
能
性
）」に
軸
足
を
置
い

た
行
動
が
求
め
ら
れ
る
。そ
こ
で
、個

人（
自
分
だ
け
）の
豊
か
さ
を
追
い
求

め
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、地
球
規
模

で
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
と
い
う
規

範
の
も
と
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う

テ
ー
マ
が
広
く
世
界
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

中
小
企
業
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
個
人
か
ら
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
、社
会
そ
し
て
自
然・地
球
へ

と
、内
か
ら
外
へ
の
ベ
ク
ト
ル
で「
よ
り

良
い
姿
」を
示
す
。そ
こ
で
の
中
小
企

業
と
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。ま
ず
は
、経
営
面
の
テ
ー
マ
で
言
え

ば
、職
場
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
挙
げ

ら
れ
る
。そ
れ
は「
健
康
経
営
」と
し

て
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。経
済
産
業
省

で
は
、健
康
経
営
に
つ
い
て
、「
従
業
員

等
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で

考
え
、戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
。企

業
理
念
に
基
づ
き
、従
業
員
等
へ
の
健

康
投
資
を
行
う
こ
と
は
、従
業
員
の
活

力
向
上
や
生
産
性
の
向
上
等
の
組
織

の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、結
果
的
に
業

績
向
上
や
株
価
向
上
に
つ
な
が
る
」と

し
て
推
奨
し
て
い
る
。実
際
、心
理
学

に
お
い
て「
主
観
的
幸
福
度
の
高
い
人

は
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
て
創
造
性
は

3
倍
、生
産
性
は
31
％
高
い
」「
幸
福

度
の
高
い
人
の
多
い
職
場
は
、転
職
率・

離
職
率・欠
勤
率
の
い
ず
れ
も
低
い
」と

い
っ
た
傾
向
を
示
す
先
行
研
究
も
あ

る
。す
で
に
大
企
業
に
お
い
て
は
、従
業

員
満
足
度（
E
S
）や
従
業
員
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
施
策
に
加
え

て
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
や
C
S
R
・

C
S
V
そ
し
て
S
D
G
s
対
応
の
流

れ
か
ら「
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営
」へ
と

舵
を
切
っ
て
き
て
い
る
。人
手
不
足
が

構
造
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
小
企

業
に
と
っ
て
も
、人
材
確
保
と
生
産
性

向
上
の
観
点
か
ら
職
場
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
目
指
す
こ
と
は
至
極
当
然

で
あ
ろ
う
。

あ
る
」こ
と
を
意
味
す
る
概
念
で
あ

る
。も
と
も
と
W
H
O（
世
界
保
健
機

関
）の
憲
章
に
お
け
る「
健
康
」を
表

す
定
義
の
な
か
で
使
わ
れ
て
い
た
。近

年
、我
々
が
よ
く
耳
に
す
る
ウ
ェル
ビ
ー

イ
ン
グ
は
、狭
い
意
味
で
の
心
身
の
健

康
だ
け
で
な
く
、心
の
豊
か
な
状
態
で

あ
る
幸
福
と
、社
会
の
良
好
な
状
態
を

つ
く
る
福
祉
を
合
わ
せ
た
意
味
を
持
っ

て
い
る
。そ
の
意
味
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
は
、感
情
と
し
て
の「
幸
せ
」を
表
す

ハ
ピ
ネ
ス（happiness

）を
包
含
す
る

概
念
と
い
え
る
。ま
た
、S
D
G
s
に
は

「Good H
ealth and W

ell-being

（
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
）」と

い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
S
D
Gs
の

上
位
概
念
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

で
は
、な
ぜ
、今
の
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
。そ
こ
に
は
、G
D
P
の

　

近
年
、S
D
G
s
と
並
ん
で「
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
い
う
テ
ー
マ
が

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。本
稿
で
は
、ま
ず

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
概
念
に
つ
い

て
検
討
し
、そ
れ
が
中
小
企
業
の
経

営
や
政
策
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
を
考
え
る
。な
か
で
も
、基
礎

自
治
体（
市
区
町
村
）単
位
で
の
地
域

づ
く
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
す
る
。

検
討
結
果
を
通
じ
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
視
点
に
も
と
づ
く「
中
小
企
業
憲

章
」の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、信
用
金
庫
役
職
員
に
も

何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
た
い
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
は

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（W

ell-being

）

と
は
、「
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に

良
好
で
全
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に

よ
う
な
経
済
成
長
を
前
提
と
す
る
指

標
だ
け
で
は「
真
の
豊
か
さ
」を
把
握

で
き
ず
、現
代
に
即
し
た
新
し
い
指
標

が
求
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
一つ
に
あ

る
。遡
れ
ば
、ブ
ー
タ
ン
が
か
ね
て
よ
り

唱
え
て
い
る「
G
N
H（
グ
ロ
ス・ナ
シ
ョ

ナ
ル・ハ
ピ
ネ
ス
：
国
民
総
幸
福
量
）」

と
い
う
指
標
も
あ
る
。こ
う
し
た
話
題

は
、資
本
主
義
に
お
け
る
市
場
経
済
と

限
り
な
い
経
済
成
長
シ
ス
テ
ム
に
対
す

る
批
判
や
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
。実
際
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク・世
界

金
融
危
機
の
2
0
0
8
年
頃
か
ら
新

自
由
主
義
批
判
が
起
き
、「
脱
成
長
」

の
路
線
が
示
さ
れ
た
。

　

2
0
1
0
年
に
は
、ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
を
受
賞
し
た
ジ
ョ
セ
フ・ス
テ
ィ
グ

リ
ッツ
教
授
が
委
員
長
を
務
め
る
報
告

書
が
出
さ
れ
、G
D
P
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
た
。そ
の
翌
年
に
は
、O
E
C
D

が
幸
福
度
指
標
の
報
告
書（H

ow
’s 

Life? : M
easuring W

ell-being

）を

ま
と
め
た
。2
0
1
2
年
以
降
、国
連

の
関
係
組
織
で
あ
る
S
D
S
N（
持

続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）が「W

orld 
H
appiness 

R
eport

（
世
界
幸
福
度
報
告
書
）」を

毎
年
公
表
し
、い
わ
ゆ
る
国
別
の
幸
福

度
ラ
ン
キ
ン
グ
が
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ち
な
み
に
日
本
の
順
位
は

1
3
7
カ
国
中
47
位（
2
0
2
3
年

版
）と
低
位
で
あ
り
、主
要
7
カ
国

（
G
7
）で
は
最
下
位
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た「
幸
福
度
」や
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
が
社
会
的
テ
ー
マ
に
な
る
の
は
、

端
的
に
言
え
ば
、モ
ノ
の
豊
か
さ
か
ら

心
の
豊
か
さ
へ
と
時
代
の
要
請
が
変
化

し
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。そ
れ

は
地
位
財（
カ
ネ
・モ
ノ・
地
位
の
よ
う

に
他
人
と
比
べ
ら
れ
る
財
）か
ら
、非

地
位
財（
健
康
や
幸
せ
な
ど
他
人
と

比
べ
る
も
の
で
は
な
く
自
分
の
な
か
で

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
視
点
に
も
と
づ
く

中
小
企
業
政
策
と
地
域
づ
く
り

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
視
点
に
も
と
づ
く

中
小
企
業
政
策
と
地
域
づ
く
り

長
山 

宗
広

駒
澤
大
学
経
済
学
部 

教
授
・
さ
わ
や
か
リ
サ
ー
チ 

フ
ェロ
ー

（図表１）
地域幸福度指標（LWC指標）

（出所）一般社団法人スマートシティ・インスティテュートのHPより転載
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本
来
、地
域
づ
く
り
は
、国
が
上
か

ら
構
想
し
て
進
め
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
大
企
業
が
外
か
ら
開
発
を
進
め

る
も
の
で
も
な
く
、内
発
的
発
展
の
理

念
の
も
と
で
地
域
サ
イ
ド
が
主
体
的

に
構
想
し
実
行
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、基
礎
自
治
体（
市
区

町
村
）単
位
で
の
地
域
づ
く
り
が
よ
り

一
層
重
要
と
い
え
る
。そ
こ
で
の
地
域
づ

く
り
は
、人
口
減
少
時
代
に
お
け
る

「
脱
成
長
」と「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
経
済
」と

い
う
文
脈
の
も
と
、経
済
的
価
値
の
み

な
ら
ず
非
経
済
的
価
値
を
高
め
る
方

策
が
求
め
ら
れ
よ
う
。そ
の
主
た
る
担

い
手
は
、地
域
の
住
民
で
あ
る
が
、中
小

企
業
の
役
割
も
大
き
い
。2
0
1
0
年

に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
中
小
企
業
憲

章
」に
は
、中
小
企
業
が
社
会
の
主
役

で
あ
る
こ
と
、特
に
、小
規
模
企
業
に
お

け
る
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
強

調
さ
れ
て
い
る（
図
表
２
）。憲
章
の
流

れ
か
ら「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

（
2
0
1
4
年
）」が
制
定
さ
れ
、そ
れ

以
降
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
条
例
」と
の
名
称
で
条
例
を
制
定
す

る
自
治
体
が
増
加
し
た
。中
小
企
業

家
同
友
会
の
調
べ
で
は
、2
0
2
3
年

１
月
27
日
現
在
、7
1
6
の
自
治
体

（
47
都
道
府
県
、3
8
5
市
、17
区
、

2
3
0
町
、37
村
）が
条
例
を
制
定
し

て
い
る
。こ
う
し
た
動
き
は
、中
小
企
業

政
策
の
意
味
合
い
と
し
て
、大
企
業
や

地
域
づ
く
り
と
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ

　　

昨
今
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
地
域
づ

く
り
に
お
い
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。現
政
権
で
は
、「
地
方
創

生
」を
継
承
す
る「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
」を
進
め
て
い
る
が
、そ
の

成
果
指
標
と
し
て「
地
域
幸
福
度
指

標（
L
W
C
指
標
：L

iv
eab

le 
W

ell-Being City

指
標
）」が
導
入
さ

れ
て
い
る
。L
W
C
指
標
は
、市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
に
も
と
づ
く
主
観
指

標
と
、暮
ら
し
や
す
さ
を
示
す
客
観
指

標
の
両
方
を
用
い
て
、地
域
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
を
数
値
化
・
可
視
化
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る（
図
表
１
）。主

観
的
な
個
人
の
幸
福
感
の
み
な
ら
ず
、

「
協
調
的
幸
福
」と
い
う
項
目
設
定
は

特
徴
的
で
あ
る
。協
調
的
幸
福
と
し

て
は
、「
多
世
代
共
創
」「
地
域
の
一
体

感
」「
異
質
・
多
様
性
へ
の
寛
容
さ
」な

ど
、日
本
人
の
協
調
的
価
値
観
に
根
差

し
た
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。自
治

体
の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も

E
B
P
M（
エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
と
づ
く
政

策
立
案
）が
標
準
と
な
っ
て
お
り
、

L
W
C
指
標
を
活
用
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
き
て
い
る
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
視
点
に
も
と

づ
く「
中
小
企
業
憲
章
」と
地
域

づ
く
り

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
対
置
で
は
な
く
、

「
地
域
と
の
共
生
」と
い
う
新
た
な
基

軸
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

2
0
1
0
年
、ス
テ
ィ
グ
リ
ッツ
報
告

書
と
同
時
期
に
、日
本
で
は「
中
小
企

業
憲
章
」に
お
い
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

視
点
の
地
域
・
中
小
企
業
政
策
の
ル
ー

ツ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
、皮
肉

な
も
の
で
、中
小
企
業
憲
章
の
認
知
度

は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
く
、国
の

政
策
担
当
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ

る
。こ
こ
数
年
の『
中
小
企
業
白
書
』や

「
骨
太
方
針（
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
）」を
見
て
も
分
か
る
よ

う
に
、国
の
政
策
の
重
点
は
、一つ
に
中

規
模
企
業
を
対
象
に
し
た
生
産
性
向

上
そ
し
て「
中
堅
企
業
」を
目
指
す
規

模
拡
大
路
線
、も
う
一つ
は
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
改
め「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
」の

創
出
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
路
線
で

あ
る
。い
ず
れ
も
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
組
そ
れ
自
体
を
経
済
成
長

の
エ
ン
ジ
ン
に
変
え
る
と
いっ
た「
新
し
い

資
本
主
義
」の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。「
健
康
経
営
の
勧
め
」も
経
済
成

長
前
提
の「
働
き
方
改
革
」の一
環
で
あ

り
、本
来
の
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営
と

は
程
遠
い
。見
せ
か
け
の
S
D
G
s
を

「
S
D
Gs
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」と
揶
揄
す
る

が
、「
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ・ウ
ォッ
シ
ュ
」と

い
う
造
語
が
今
後
生
ま
れ
な
い
こ
と
を

願
う
。

　

国
家
目
線
で
は
、2
0
1
0
年
代
に

見
ら
れ
た「
地
域
と
の
共
生
」路
線
、小

規
模
企
業
や「
小
さ
な
起
業
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」に
対
す
る
期
待
感
は

明
ら
か
に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。一

方
で
、「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
条
例
」を
制
定
し
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
視
点
に
も
と
づ
く
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
自
治
体
は
確
実
に
増
え
て
い
る
。

こ
の
温
度
差
は
、国
と
自
治
体（
特
に

市
区
町
村
）と
の
政
策
の
役
割
分
担
か

ら
く
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。無
論
、自

治
体
の
な
か
で
も
温
度
差
は
あ
る
。東

京
都
の
荒
川
区
で
は
2
0
0
5
年
か

ら「
G
A
H（
グ
ロ
ス・ア
ラ
カ
ワ・ハ
ピ
ネ

ス
：
荒
川
区
民
総
幸
福
度
）」を
提
唱

し
、他
に
先
駆
け
て
独
自
の
指
標
を
策

定
し
て
い
る
。こ
う
し
た
動
き
に
共
感

し
た
各
地
の
市
町
村
で
は
、「
幸
せ
リ
ー

グ（
住
民
の
幸
福
実
感
向
上
を
目
指
す

基
礎
自
治
体
連
合
）」と
い
う
草
の
根

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
足
さ
せ
て
自
治

体
間
連
携
を
進
め
て
い
る
。

　

さ
て
、協
同
組
織
金
融
機
関
で
あ
る

信
用
金
庫
と
し
て
は
、ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン

グ
と
い
う
テ
ー
マ
に
ど
う
向
き
合
う
の

だ
ろ
う
か
。そ
れ
は
、新
時
代
に
お
け

る
信
用
金
庫
の
存
在
意
義
と
は
何
か

を
考
え
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

＜参考文献＞
草郷孝好（2022）『ウェルビーイングな社会をつくる』明石書店
西岡満代（2023）『未来をつくるパーパス都市経営』日経BP
広井良典（2023）『科学と資本主義の未来』東洋経済新報社
前野隆司・前野マドカ（2022）『ウェルビーイング』日本経済新聞社
三井逸友（2011）『中小企業政策と「中小企業憲章」』花伝社

長山 宗広
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信金中央金庫総合研究所、中小企業総合研究機構にて
15年間勤務経験後、駒澤大学の教員となり17年目。「地
域経済論」「中小企業論」「ベンチャー／起業論」等を担
当。上海対外経済貿易大学客員教授（2014年度）。横浜
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本地域経済学会理事。世田谷区産業振興基本条例検討
会議座長、新宿区産業振興会議副会長、一般社団法人
中小企業産学官連携センター副理事長など。

（図表2）

（出所：中小企業庁のHPより転載）

中小企業憲章
（平成22年6月18日.閣議決定）

１．基本理念
　中小企業は、経済やくらしを支え、牽引する。創意工夫を凝らし、技術を磨き、雇用の大部
分を支え、くらしに潤いを与える。意思決定の素早さや行動力、個性豊かな得意分野や多種
多様な可能性を持つ。経営者は、企業家精神に溢れ、自らの才覚で事業を営みながら、家族
のみならず従業員を守る責任を果たす。中小企業は、経営者と従業員が一体感を発揮し、一
人ひとりの努力が目に見える形で成果に結びつき易い場である。
　中小企業は、社会の主役として地域社会と住民生活に貢献し、伝統技能や文化の継承に
重要な機能を果たす。小規模企業の多くは家族経営形態を採り、地域社会の安定をもたら
す。このように中小企業は、国家の財産ともいうべき存在である。＜中略＞難局の克服への
展開が求められるこのような時代にこそ、これまで以上に意欲を持って努力と創意工夫を重
ねることに高い価値を置かなければならない。中小企業は、その大いなる担い手である。

２．基本原則
一．経済活力の源泉である中小企業が、その力を思う存分に発揮できるよう支援する
二．起業を増やす
三．創意工夫で、新しい市場を切り拓く中小企業の挑戦を促す
四．公正な市場環境を整える
五．セーフティネットを整備し、中小企業の安心を確保する
これらの原則に依り、政策を実施するに当たっては、
・中小企業が誇りを持って自立することや、地域への貢献を始め社会的課題に取り組むことを高
く評価する
・家族経営の持つ意義への意識を強め、また、事業承継を円滑化する
・中小企業の声を聴き、どんな問題も中小企業の立場で考え、政策評価につなげる
・地域経済団体、取引先企業、民間金融機関、教育・研究機関や産業支援人材などの理解と協
力を促す
・地方自治体との連携を一層強める
・政府一体となって取り組む
こととする

３．行動指針
一．中小企業の立場から経営支援を充実・徹底する
二．人材の育成・確保を支援する
三．起業・新事業展開のしやすい環境を整える
四．海外展開を支援する
五．公正な市場環境を整える
六．中小企業向けの金融を円滑化する
七．地域及び社会に貢献できるよう体制を整備する
八．中小企業への影響を考慮し政策を総合的に進め、政策評価に中小企業の声を生かす
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金
融
機
関
と
本
事
業
に
係
る「
業
務
連
携
・

協
力
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結
し

2
、地
域
金

融
機
関
連
携
案
件

3
の
推
進
に
も
努
め
て
い

る
4

。

　

2
0
1
0
年
度
の
事
業
開
始
以
降

2
0
2
2
年
度
ま
で
の
12
年
間
で
、

1,
4
4
8
件（
う
ち
中
小
企
業
1
，1
1
7

件
）を
採
択
し
た

5
。な
お
、本
事
業
を
完
了

し
た
企
業
の
約
7
割
が
開
発
途
上
国
で
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
継
続
し
て
お
り
、約
3
割
は
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
に
よ
り
利
益
も
し
く
は
売
上
を

実
現
し
て
い
る
。

　

本
事
業
の
制
度
は
、2
0
2
2
年
度
か

ら
、利
用
企
業
か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、試

行
的
に
改
編
さ
れ
て
い
る（
図
表
１
）。利
用

企
業
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、

「
契
約
締
結
に
時
間
が
か
か
る
」、「
精
算
手

続
き
の
負
担
が
大
き
い
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
必

要
な
知
見
を
得
た
い
」等
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。こ
う
し
た
意
見
等
を
受
け
て
、ま

ず
、契
約
形
態
を「
業
務
委
託
契
約
」か
ら

「
負
担
付
き
贈
与
契
約
」に
変
更
す
る
こ
と

で
、利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

対
象
経
費
等
の
金
銭
の
受
け
渡
し
が
原
則
発

生
し
な
い
よ
う
に
し
た
た
め
、利
用
企
業
に

と
っ
て
は
、企
画
段
階
で
の
経
費
の
見
積
も
り

や
精
算
報
告
書
等
の
作
成
を
含
む
契
約
管

理
の
負
担
の
大
幅
な
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
負
担
軽
減
に
伴
い
、採
択
か
ら
契
約
・プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
ま
で
に
か
か
る
期
間
に
つ
い

て
、約
半
年
か
ら
１
年
か
か
っ
て
い
た
も
の
を

１
か
月
に
短
縮
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、利
用
企
業
の
事
業
の
成
功
率
を
さ
ら

に
上
げ
る
た
め
、2
0
2
1
年
度
ま
で
の「
基

礎
調
査
」お
よ
び「
案
件
化
調
査
」の
制
度
内

容
6

を
抜
本
的
に
見
直
し
た
。例
え
ば
、基
礎

情
報
の
収
集・分
析
を
も
っ
て
完
了
と
し
て
い

た「
基
礎
調
査
」は
、「
ニ
ー
ズ
確
認
調
査（
上

限
1
，0
0
0
万
円
＋
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス（
４
人
月
程
度
））」（
図
表
１
左
上
枠
）

に
衣
替
え
を
し
、ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
開
発

途
上
国
の
課
題
解
決
の
筋
書
き（
ロ
ジ
ッ
ク

モ
デ
ル
）作
成
に
加
え
、事
業
計
画
の
策
定

ま
で
行
わ
れ
る
。ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
素
案
を

策
定
し
て
完
了
と
し
て
い
た「
案
件
化
調

査
」に
つ
い
て
も
、「
ビ
ジ
ネ
ス
化
実
証
事
業

（
上
限
2
，0
0
0
万
円
＋
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス（
8
人
月
程
度
））」（
図
表
１
右
下

枠
）に
衣
替
え
を
し
、ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
開

発
途
上
国
の
課
題
解
決
の
筋
書
き（
ロ
ジ
ッ
ク

モ
デ
ル
）を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
ほ
か
、よ
り

精
緻
化
さ
れ
た
事
業
計
画
の
策
定
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
。な

お
、利
用
中
の
企
業
か
ら
の
声
を
受
け
て
、従

来
の「
普
及
・
実
証
・ビ
ジ
ネ
ス
化
事
業

7（
中

小
企
業
で
は
上
限
１
億
円
／
1・5
億
円
／・

2
億
円（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
連
経
費
込

み
））」（
図
表
１
右
上
枠
）は
、2
0
2
3
年

度
ま
で
の
2
年
間
、継
続
す
る
予
定
で
あ
る

（
2
0
2
4
年
度
以
降
は
未
定
）。

　
「
ニ
ー
ズ
確
認
調
査
」お
よ
び「
ビ
ジ
ネ
ス
化

実
証
事
業
」で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
あ
ら
か
じ
め

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
援
事
業
の
紹
介

　　

J
I
C
A
の「
中
小
企
業
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
」は
、開
発
途
上
国
の
課
題

解
決
ニ
ー
ズ
と
、わ
が
国
の
民
間
企
業
の
製

品
・
技
術
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。海
外
拠
点
や
専
門
家
・
青
年
海
外

協
力
隊
等
が
持
つ
現
場
に
お
け
る
生
の
情
報

を
得
ら
れ
る
と
い
う
J
I
C
A
の
強
み
を
活

か
し
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。ま
た
、地
域

配
置
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
5
分
野
）か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
、現
地
活
動
を
含
む

調
査
に
か
か
る
対
象
経
費
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
支
出
す
る
。従
来
の
制
度
の
よ
う
に
、利
用

企
業
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
外
部
登
用
し
た

り
、契
約・経
費
管
理
を
行
っ
た
り
す
る
必
要

が
な
く
な
る
。

　

応
募
資
格
要
件（
2
0
2
2
年
度
）よ
り

8
、

財
務
3
要
件（
①
当
期
純
利
益
が
過
去
3
期

連
続
マ
イ
ナ
ス
、②
直
近
期
の
財
務
諸
表（
貸

借
対
照
表
）で
債
務
超
過
、③
年
商
の
過
去

3
期
年
平
均
が
2
，0
0
0
万
円（
ニ
ー
ズ
確

認
調
査
）／
3
，0
0
0
万
円（
ビ
ジ
ネ
ス
化

実
証
事
業
）を
下
回
る
、の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
こ
と
）を
明
記
し
、さ
ら
に
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
応
募
資
格
要
件
の
緩
和
等
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、本
事
業
を
利
用
し
た

企
業
に
、事
業
終
了
後
も
変
わ
ら
ず
関
与
し

続
け
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
中
で「
何
か
後
押

し
を
で
き
な
い
か
」
と
い
う
想
い
か
ら
、

2
0
2
2
年
度
半
ば
頃
よ
り
、「
企
業
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
図
表
１
下
、図
表
2
）の

構
築
、運
営
を
開
始
し
た

9
。
当
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、開
発
途
上
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
や

開
発
イ
ン
パ
ク
ト
の
創
出
に
向
け
た
知
見・ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
、本
事
業
を
利
用
し
た
企
業

同
士
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
機
会
の
提
供
、ビ
ジ
ネ
ス
化
支
援
の
提
供
等

の
交
流
の「
場
」で
あ
り
、誰
で
も
参
加
が
で

き
る
。特
に
、本
事
業
に
応
募
し
よ
う
と
し
て

い
る
企
業
な
ら
び
に
利
用
し
た
企
業
に
と
っ

て
、有
益
な
情
報
を
得
る「
場
」に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。な
お
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
申

込
み
、民
間
連
携
事
業
公
式
Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る（
図
表
２

下
）。

　

そ
の
ほ
か
、本
事
業
を
紹
介
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
対
象
国
」、「
ス
キ
ー
ム
」、

「
分
野
」、「
公
示
年
度（
西
暦
）」、「
調
査・事

業
名
」、「
提
案
法
人
名
」、「
代
表
法
人
所
在

地
」と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
採
択

事
業
を
検
索
で
き
10

、当
該
事
業
の
概
要
や

事
業
の
結
果
を
報
告
書
と
し
て
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
11

。本
事
業
に
応
募
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、企
画

案
の
作
成
に
お
い
て
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。

ま
た
、地
域・国・民
族
等
に
よ
って
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、あ
る
場
面
で
の
成
功

が
そ
の
ま
ま
別
の
場
面
で
の
成
功
に
つ
な
が
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ

れ
て
い
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
ポ
イ
ン

ト
」も
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
12

。

　

最
後
に
、上
述
し
た「
中
小
企
業・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」に
つ
い
て
、事
業
を
主

管
し
て
い
る
民
間
連
携
事
業
部　
次
長（
計

画・企
業
連
携
担
当
） 

辻
研
介
様（
写
真
）か

ら
の
声
を
紹
介
す
る
。

 

最
近
、企
業
経
営
に
お
い
て「
S
D
G
s
経

営
」と
い
う
言
葉
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

当
研
究
所
が
全
国
の
信
用
金
庫
の
協
力
を
得

て
四
半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
第

1
8
9
回
全
国
中
小
企
業
景
気
動
向
調
査

（
2
0
2
2
年
７
〜
９
月
期
）1
」に
よ
れ
ば
、

中
小
企
業
に
お
け
る
S
D
G
s
の
認
知
度
は

約
８
割
に
ま
で
広
が
っ
て
お
り
、省
エ
ネ
等
の

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
事
例
が
多
く
み

ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、企
業
の
持
続
可

能
な
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
、経
営
戦
略
に

S
D
G
s
を
組
み
込
む
こ
と
の
必
要
性・重

要
性
が一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、本
稿
で
は
、中
小
企
業
が

S
D
G
s
を
経
営
戦
略
に
取
り
込
ん
で
事
業

機
会
に
活
か
す
き
っ
か
け
の一つ
と
し
て
、独

立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（
以
下
、「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
」と
い
う
。）が
取
り
組
む「
中
小
企
業・

S
D
G
s
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」を
紹
介
し

た
い
。

（図表１）「中小企業・ＳＤＧｓビジネス支援事業」の概要

（出所）JICA（2023年１月）「中小企業・SDGsビジネス支援事業」p.11

中小企業のＳＤＧｓ経営を支える
「中小企業・ＳＤＧｓビジネス支援事業」

－ 国際協力機構（ＪＩＣＡ）による中小企業の海外ビジネスサポート －

中小企業のＳＤＧｓ経営を支える
「中小企業・ＳＤＧｓビジネス支援事業」

－ 国際協力機構（ＪＩＣＡ）による中小企業の海外ビジネスサポート －

執筆者：信金中央金庫 地域・中小企業研究所 上席調査役　藁品和寿執筆者：信金中央金庫 地域・中小企業研究所 上席調査役　藁品和寿
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金
融
機
関
と
本
事
業
に
係
る「
業
務
連
携
・

協
力
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結
し

2
、地
域
金

融
機
関
連
携
案
件

3
の
推
進
に
も
努
め
て
い

る
4

。

　

2
0
1
0
年
度
の
事
業
開
始
以
降

2
0
2
2
年
度
ま
で
の
12
年
間
で
、

1,
4
4
8
件（
う
ち
中
小
企
業
1
，1
1
7

件
）を
採
択
し
た

5
。な
お
、本
事
業
を
完
了

し
た
企
業
の
約
7
割
が
開
発
途
上
国
で
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
継
続
し
て
お
り
、約
3
割
は
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
に
よ
り
利
益
も
し
く
は
売
上
を

実
現
し
て
い
る
。

　

本
事
業
の
制
度
は
、2
0
2
2
年
度
か

ら
、利
用
企
業
か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、試

行
的
に
改
編
さ
れ
て
い
る（
図
表
１
）。利
用

企
業
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
中
で
、

「
契
約
締
結
に
時
間
が
か
か
る
」、「
精
算
手

続
き
の
負
担
が
大
き
い
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
化
に
必

要
な
知
見
を
得
た
い
」等
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。こ
う
し
た
意
見
等
を
受
け
て
、ま

ず
、契
約
形
態
を「
業
務
委
託
契
約
」か
ら

「
負
担
付
き
贈
与
契
約
」に
変
更
す
る
こ
と

で
、利
便
性
の
向
上
を
図
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

対
象
経
費
等
の
金
銭
の
受
け
渡
し
が
原
則
発

生
し
な
い
よ
う
に
し
た
た
め
、利
用
企
業
に

と
っ
て
は
、企
画
段
階
で
の
経
費
の
見
積
も
り

や
精
算
報
告
書
等
の
作
成
を
含
む
契
約
管

理
の
負
担
の
大
幅
な
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
負
担
軽
減
に
伴
い
、採
択
か
ら
契
約
・プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
ま
で
に
か
か
る
期
間
に
つ
い

て
、約
半
年
か
ら
１
年
か
か
っ
て
い
た
も
の
を

１
か
月
に
短
縮
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、利
用
企
業
の
事
業
の
成
功
率
を
さ
ら

に
上
げ
る
た
め
、2
0
2
1
年
度
ま
で
の「
基

礎
調
査
」お
よ
び「
案
件
化
調
査
」の
制
度
内

容
6

を
抜
本
的
に
見
直
し
た
。例
え
ば
、基
礎

情
報
の
収
集・分
析
を
も
っ
て
完
了
と
し
て
い

た「
基
礎
調
査
」は
、「
ニ
ー
ズ
確
認
調
査（
上

限
1
，0
0
0
万
円
＋
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス（
４
人
月
程
度
））」（
図
表
１
左
上
枠
）

に
衣
替
え
を
し
、ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
開
発

途
上
国
の
課
題
解
決
の
筋
書
き（
ロ
ジ
ッ
ク

モ
デ
ル
）作
成
に
加
え
、事
業
計
画
の
策
定

ま
で
行
わ
れ
る
。ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
素
案
を

策
定
し
て
完
了
と
し
て
い
た「
案
件
化
調

査
」に
つ
い
て
も
、「
ビ
ジ
ネ
ス
化
実
証
事
業

（
上
限
2
，0
0
0
万
円
＋
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス（
8
人
月
程
度
））」（
図
表
１
右
下

枠
）に
衣
替
え
を
し
、ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
開

発
途
上
国
の
課
題
解
決
の
筋
書
き（
ロ
ジ
ッ
ク

モ
デ
ル
）を
さ
ら
に
具
体
化
す
る
ほ
か
、よ
り

精
緻
化
さ
れ
た
事
業
計
画
の
策
定
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
。な

お
、利
用
中
の
企
業
か
ら
の
声
を
受
け
て
、従

来
の「
普
及
・
実
証
・ビ
ジ
ネ
ス
化
事
業

7（
中

小
企
業
で
は
上
限
１
億
円
／
1・5
億
円
／・

2
億
円（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
連
経
費
込

み
））」（
図
表
１
右
上
枠
）は
、2
0
2
3
年

度
ま
で
の
2
年
間
、継
続
す
る
予
定
で
あ
る

（
2
0
2
4
年
度
以
降
は
未
定
）。

　
「
ニ
ー
ズ
確
認
調
査
」お
よ
び「
ビ
ジ
ネ
ス
化

実
証
事
業
」で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
あ
ら
か
じ
め

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
支
援
事
業
の
紹
介

　　

J
I
C
A
の「
中
小
企
業
・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
事
業
」は
、開
発
途
上
国
の
課
題

解
決
ニ
ー
ズ
と
、わ
が
国
の
民
間
企
業
の
製

品
・
技
術
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。海
外
拠
点
や
専
門
家
・
青
年
海
外

協
力
隊
等
が
持
つ
現
場
に
お
け
る
生
の
情
報

を
得
ら
れ
る
と
い
う
J
I
C
A
の
強
み
を
活

か
し
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。ま
た
、地
域

配
置
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
5
分
野
）か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
、現
地
活
動
を
含
む

調
査
に
か
か
る
対
象
経
費
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
支
出
す
る
。従
来
の
制
度
の
よ
う
に
、利
用

企
業
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
外
部
登
用
し
た

り
、契
約・経
費
管
理
を
行
っ
た
り
す
る
必
要

が
な
く
な
る
。

　

応
募
資
格
要
件（
2
0
2
2
年
度
）よ
り

8
、

財
務
3
要
件（
①
当
期
純
利
益
が
過
去
3
期

連
続
マ
イ
ナ
ス
、②
直
近
期
の
財
務
諸
表（
貸

借
対
照
表
）で
債
務
超
過
、③
年
商
の
過
去

3
期
年
平
均
が
2
，0
0
0
万
円（
ニ
ー
ズ
確

認
調
査
）／
3
，0
0
0
万
円（
ビ
ジ
ネ
ス
化

実
証
事
業
）を
下
回
る
、の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
こ
と
）を
明
記
し
、さ
ら
に
、ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
の
応
募
資
格
要
件
の
緩
和
等
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、本
事
業
を
利
用
し
た

企
業
に
、事
業
終
了
後
も
変
わ
ら
ず
関
与
し

続
け
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
中
で「
何
か
後
押

し
を
で
き
な
い
か
」
と
い
う
想
い
か
ら
、

2
0
2
2
年
度
半
ば
頃
よ
り
、「
企
業
共
創

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（
図
表
１
下
、図
表
2
）の

構
築
、運
営
を
開
始
し
た

9
。
当
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、開
発
途
上
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
や

開
発
イ
ン
パ
ク
ト
の
創
出
に
向
け
た
知
見・ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
、本
事
業
を
利
用
し
た
企
業

同
士
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
機
会
の
提
供
、ビ
ジ
ネ
ス
化
支
援
の
提
供
等

の
交
流
の「
場
」で
あ
り
、誰
で
も
参
加
が
で

き
る
。特
に
、本
事
業
に
応
募
し
よ
う
と
し
て

い
る
企
業
な
ら
び
に
利
用
し
た
企
業
に
と
っ

て
、有
益
な
情
報
を
得
る「
場
」に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。な
お
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
こ
と
に
よ
り
、メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
申

込
み
、民
間
連
携
事
業
公
式
Ｆａｃｅ
ｂｏｏ
ｋ

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る（
図
表
２

下
）。

　

そ
の
ほ
か
、本
事
業
を
紹
介
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
対
象
国
」、「
ス
キ
ー
ム
」、

「
分
野
」、「
公
示
年
度（
西
暦
）」、「
調
査・事

業
名
」、「
提
案
法
人
名
」、「
代
表
法
人
所
在

地
」と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
採
択

事
業
を
検
索
で
き
10

、当
該
事
業
の
概
要
や

事
業
の
結
果
を
報
告
書
と
し
て
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
11

。本
事
業
に
応
募
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、企
画

案
の
作
成
に
お
い
て
大
い
に
参
考
と
な
ろ
う
。

ま
た
、地
域・国・民
族
等
に
よ
って
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、あ
る
場
面
で
の
成
功

が
そ
の
ま
ま
別
の
場
面
で
の
成
功
に
つ
な
が
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ

れ
て
い
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
の
ポ
イ
ン

ト
」も
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
12

。

　

最
後
に
、上
述
し
た「
中
小
企
業・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
」に
つ
い
て
、事
業
を
主

管
し
て
い
る
民
間
連
携
事
業
部　
次
長（
計

画・企
業
連
携
担
当
） 

辻
研
介
様（
写
真
）か

ら
の
声
を
紹
介
す
る
。

（図表２）「企業共創プラットフォーム」の活動内容

ＪＩＣＡ 民間連携事業部
辻 研介 様

1　当研究所ホームページ（https://www.scbri.jp/publication/geppo/20221101-189-792-2022-79-2022-1012---sdgs.html）を参照
2　地域金融機関との覚書締結は2016年7月から開始し、2023年3月時点で57行（うち信用金庫は10金庫）となっている。
3　地域金融機関連携案件は、2020年度第二回公示から新たに設け、審査で加点／経費追加するなど優先採択をする案件のことである。
4　信金中央金庫は、2021年３月４日に、ＪＩＣＡとの間で、中小企業の海外展開の促進、外国人材の適正な活用の促進、これらを通じた開発途上国の課題解決のため、両機関の連

携促進を目的とする覚書を締結している。
5　うち、2022年度は、59件（うち中小企業は52件）が採択され、中小企業への支援件数は延べ1,117件となった（https://www.jica.go.jp/press/2022/20230220_41.html）。
6　利用企業における「現地で基礎的な情報を収集したい」、「ビジネスモデルを策定したい」、「ビジネス活動計画を実証・策定したい」というステージに応じて、「基礎調査」、「案件化

調査」、「普及・実証・ビジネス化事業」をそれぞれ展開してきた。
7　本事業は、開発途上国の課題解決に貢献しうるビジネスの事業化に向けて、技術・製品・ノウハウ等の実証活動を含むビジネスモデルの検証、提案製品等への理解の促進、

ODA事業での活用可能性の検討等を通じた事業計画案の策定を支援する制度
8　2022年度の募集は終了しているため、応募資格要件にかかる詳細は、各年度の募集要項をＪＩＣＡホームページにて要確認

（https://www.jica.go.jp/priv_partner/announce/index.html）
9　詳細は、ＪＩＣＡホームページ（https://www.jica.go.jp/priv_partner/platform/index.html）を参照

10　ＪＩＣＡホームページ（https://www2.jica.go.jp/ja/priv_sme_partner/index.php）を参照。加えて、「課題シート」の検索もできるため、
https://minkanrenkei.jica.go.jp/area/table/26067/98J963/M?S=oftis2ldkhlfも併せて参照願いたい。

11　JICAホームページ（https://www.jica.go.jp/priv_partner/activities/sme/index.html）を参照
12　JICAホームページ（https://www.jica.go.jp/priv_partner/case/success/index.html）を参照

（備考）JICA提供

　

当
機
構
の
事
業
の
特
徴
と
し
て
、「
開
発
途
上
国
の

社
会
課
題
や
現
地
ニ
ー
ズ
を
知
っ
て
い
る
」と
い
う〝
情

報
力
〞で
強
み
が
あ
る
他
、当
機
構
が
過
去
に
培
っ
て

き
た
開
発
途
上
国
の
政
府
関
係
者
等
と
の
信
頼
関

係
も
深
い
こ
と
が
あ
る
。開
発
途
上
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
に
お
い
て
、中
小
企
業
の
皆
様
に
は
、ぜ
ひ
当
機

構
の
途
上
国
で
の〝
信
頼
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〞を
活
用

し
て
ほ
し
い
。

　

本
事
業
に
は
、「
地
域
金
融
機
関
連
携
」と
い
う
形

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
。ニ
ー
ズ
確

認
調
査
の
段
階
か
ら
信
用
金
庫
を
含
む
地
域
金
融

機
関
に
は
積
極
的
な
関
与
を
期
待
し
て
い
る
。地
域

金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、本
事
業
活
用
後
の
中

小
企
業
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
向
け
た
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、地
域

金
融
機
関
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

の
成
功
、ま
た
ひ
い
て
は
開
発
途
上
国
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
と
い
う
観
点
で
非
常
に
意
義
が
大
き
く
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　

当
機
構
と
し
て
は
、本
事
業
に
応
募
す
る
前
の
中

小
企
業
等
と
の
対
話
を
深
め
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

て
い
る
。そ
の
た
め
、本
部
お
よ
び
15
の
地
方
拠
点
で

は
、中
小
企
業
等
が
応
募
前
の
企
画
案
を
煮
詰
め
る

た
め
の
お
手
伝
い
を
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
い
る
。中

小
企
業
等
に
限
ら
ず
、信
用
金
庫
か
ら
も
、セ
ミ
ナ
ー

講
師
派
遣
等
を
含
め
て
個
別
相
談
に
対
応
し
て
い
る

た
め
、気
軽
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
や
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
等
、ビ
ジ
ネ
ス
が

い
か
に
社
会
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
か
と
い
う「
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト
」の
観
点
に一
層
注
目
が
集
ま
り
つつ
あ

る
。そ
の
た
め
、本
事
業
で
も
、中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
が
い
か
に
開
発
途
上
国
の
社
会
課
題
解
決
に
つ

な
が
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、〝
見
え
る
化（
言
語
化
）〞

す
る
取
組
み
も
始
め
る
。本
事
業
を
通
じ
て
、中
小

企
業
の
皆
様
の
途
上
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
成
功

の一
助
に
な
る
と
と
も
に
、途
上
国
の
社
会
課
題
解
決

に
結
び
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（1）発展途上国でのビジネスや開発インパクトの創出に向けた知見・ノウハウの共有
（2）制度活用企業同士の交流イベント等、ネットワーキング機会の提供
（3）企業間マッチングやビジネスアイデアのブラッシュアップ等、ビジネス化支援の提供

メールマガジン

お申し込みはこちら　＞＞＞ Facebookページはこちら　＞＞＞

民間連携事業 公式Facebookページ

イベント情報・公示情報・企業様のネットワークづ
くり・海外展開等に関する情報を定期的にお送り
しています。

JICA中小企業・SDGsビジネス支援事業の関連
情報、企業の取り組み事例、国内外のビジネス関
連セミナー情報などをお届けします。

（出所）JICA（2023年１月）「中小企業・SDGsビジネス支援事業」p.31
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偽
申
告
の
可
能
性
で
あ
る
。つ
ま
り
米

国
企
業
が
関
税
回
避
の
た
め
に
、輸
入

元
を
中
国
か
ら
で
は
な
く
、他
国
で
あ

る
と
申
告
し
た
可
能
性
が
あ
る
、と
の

こ
と
だ
。

米
国
の「
工
場
」、「
需
要
」と
し
て
の

中
国

　
つ
ま
り
、米
国
側
の
デ
ー
タ
で
示
さ

れ
た
ほ
ど
に
は
米
国
の
中
国
か
ら
の
輸

入
依
存
度
は
大
き
く
は
低
下
し
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
。理
由
を
考
え
て

み
れ
ば
、賃
金
や
環
境
規
制
な
ど
様
々

な
コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、や
は
り
米
国
企
業
に
と
っ
て
中
国

は
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
重
要
な

位
置
付
け
に
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
る
。つ
ま
り「
工
場
」と
し
て
の
中
国

を
代
替
で
き
る
国
が
ま
だ
育
っ
て
い
な

い
。
候
補
地
は
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
が
、

2
0
2
2
年
の
米
国
の
対
ベ
ト
ナ
ム
貿

易
赤
字
は
1
，1
6
1
憶
ド
ル
と
中
国

の
3
，8
2
9
憶
ド
ル
の
3
分
の
1
に

も
過
ぎ
な
い
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
工
場
」以
外
に
重

要
な
の
は
、「
需
要
」と
し
て
の
中
国
の

存
在
で
あ
る
。米
国
に
と
っ
て
農
産
物

輸
出
の
相
手
国
は
近
隣
の
カ
ナ
ダ
や
メ

キ
シ
コ
を
抜
い
て
、中
国
が
1
位
で
あ

る
。政
治
家
に
と
っ
て
票
田
は
重
要
で

あ
る
が
、農
民
票
を
考
え
た
場
合
、高

い
生
産
性
を
持
つ
農
産
物
を
輸
出
で
き

る
相
手
国
を
見
つ
け
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。そ
の
相
手
国
と
し
て
、一

人
当
た
り
所
得
が
高
く
、今
後
も
成

長
を
見
込
め
る
国
と
し
て
の
中
国
以

外
の
代
替
先
を
探
す
こ
と
も
ま
た
、容

易
で
は
な
い
。

　

結
果
、米
国
は「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」

で
は
な
く
、安
全
保
障
関
連
の
技
術
に

焦
点
を
合
わ
せ
た「
デ
リ
ス
キ
ン
グ
」と

い
う
戦
略
の
み
を
採
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
中
で
、米
国
は
半
導
体
関
連
の

規
制
を
段
階
的
に
強
め
て
き
て
お
り
、

そ
の
結
果
、中
国
国
内
に
お
け
る
先

端
半
導
体
の
開
発
動
向
に
関
し
て
、

何
ら
米
国
に
と
っ
て
脅
威
と
も
と
れ

る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
見
か
け
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。も

ち
ろ
ん
、中
国
側
の
情
報
が
完
全
に
捕

捉
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

表
面
上
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、少

な
く
と
も
米
国
側
は
、「
デ
リ
ス
キ
ン

グ
」を
進
め
る
速
度
を
速
め
る
よ
り

も
、「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」が
行
き
過
ぎ

な
い
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。

　

た
と
え
ば
、米
国
の
財
務
長
官
イ
エ

レ
ン
氏
は
7
月
9
日
、4
日
間
の
訪
中

を
終
了
し
た
う
え
で
、中
国
当
局
者

と
の
会
談
は
、米
中
両
国
の
関
係
お
い

て
、「
交
流
再
開
」や
関
係
構
築
の
面

で「
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
」と
評
し

た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。過
去
に

も
イ
エ
レ
ン
財
務
長
官
は
複
数
の
講

に
権
益
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
良
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、台
湾
と
い
う
地
政
学
リ

ス
ク
を
ど
う
考
え
る
か
。人
民
網
は
、ブ

リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
が
、「
米
側
は
バ
イ

デ
ン
大
統
領
の
約
束
を
遵
守
し
、『
新

冷
戦
』は
求
め
ず
、中
国
の
制
度
の
改

変
は
求
め
ず
、同
盟
関
係
の
強
化
に
よ

る
反
中
国
も
求
め
ず
、『
台
湾
独
立
』

も
支
持
せ
ず
、中
国
と
衝
突
を
起
こ
す

意
図
も
有
し
て
い
な
い
」と
言
及
し
た

と
し
て
い
る
。

　

米
国
側
の
報
道
に
お
い
て
も
、懸
念

さ
れ
る
多
く
の
問
題
を
提
起
す
る
と

と
も
に
、中
国
と
の
間
で
利
害
が
一
致

す
る
国
境
を
越
え
た
共
通
の
問
題
に
つ

い
て
協
力
を
模
索
す
る
機
会
に
つ
い
て

も
言
及
し
た
、と
報
道
さ
れ
て
い
る（
米

国
国
務
省
）。

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」は
行
き
過
ぎ

て
い
な
い

　

ま
と
め
れ
ば
、「
デ
リ
ス
キ
ン
グ
」と
い

う
流
れ
の
中
に
お
け
る
半
導
体
関
連

の
規
制
強
化
と
い
う
動
き
は
続
く
も
の

の
、極
端
に
は
な
り
す
ぎ
ず
、一
方
で

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」に
向
か
う
動
き
に

関
し
て
は
米
中
と
も
に
避
け
た
い
と
い

う
意
図
の
も
と
、両
国
の
交
流
が
強
化

さ
れ
て
い
る
、と
い
う
の
が
足
元
の
動
き

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

演
で
、中
国
経
済
か
ら
の
完
全
な
離

脱
は
両
国
に
と
っ
て
悲
惨
な
こ
と
に
な

る
と
述
べ
て
い
る
。訪
中
の
狙
い
の
一つ

も
、両
国
の
分
断
が
行
き
過
ぎ
な
い
よ

う
に
調
整
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
さ

そ
う
だ
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、米
中
関
係
は
単

純
な
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
い
う
道
は
辿

る
ま
い
。米
国
は
徐
々
に
中
国
以
外
に

貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
を
育
て
つ
つ
も
、中

国
と
の
取
引
を
最
大
限
利
用
し
た

い
、だ
が
コ
ア
技
術
の
革
新
は
許
容
し

な
い
、と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、今
後

も
そ
の
ス
タ
ン
ス
を
続
け
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

中
国
側
も
衝
突
や
対
立
を
望
ん

で
い
な
い

中
国
側
の
反
応
は
ど
う
か

　

6
月
に
訪
中
し
た
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務

長
官
は
、19
日
に
習
近
平
国
家
主
席
と

会
談
し
た
。習
近
平
国
家
主
席
は
、両

国
の
衝
突
や
対
立
を
国
際
社
会
は
望

ん
で
い
な
い
、と
し
た
う
え
で
、「
中
国

は
米
国
の
利
益
を
尊
重
し
て
お
り
、米

国
に
挑
戦
し
た
り
、取
っ
て
代
わ
ろ
う

と
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。同
様
に
、

米
国
も
中
国
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ

り
、中
国
の
正
当
な
権
益
を
損
な
う
べ

き
で
は
な
い
」（
人
民
網
）と
し
た
。

　

中
国
側
も
、米
国
に
対
し
て
は
対
立

で
は
な
く
、互
い
の
尊
重
の
上
で
、と
も

但
し
一
旦
始
ま
っ
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
再
構
築
、と
い
う
流
れ
を

止
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い

　

米
中
が「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」に
強
く

向
か
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
な
ら

ば
、世
界
貿
易
に
お
い
て
両
国
を
中
心

と
し
た「
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
」と
い
う
断

絶
も
ま
た
、生
じ
に
く
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。だ
が
、地
政
学
リ
ス
ク

を
中
心
と
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
多

様
化
と
い
う
流
れ
に
加
え
て
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
、ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
と
そ
れ
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
立
強
化
な
ど
、様
々
な
リ
ス
ク
の

た
め
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
国
内
に
構

築
す
る
と
い
う
動
き
は
、政
府
の
政
策

を
含
め
て
と
ど
ま
る
と
は
考
え
に
く

い
。一
方
で
、各
国
に
お
い
て
同
様
の
流

れ
が
み
ら
れ
る
結
果
、こ
れ
ま
で
は
コ
ス

ト
重
視
で
世
界
中
に
分
散
で
き
て
い
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
、重
複
も
含
め
て

乱
立
す
る
こ
と
に
な
る
。そ
れ
は
つ
ま

り
、広
い
意
味
で
の
コ
ス
ト
上
昇
で
あ

り
、世
界
全
体
の
物
価
上
昇
と
い
う
流

れ
を
、大
き
な
基
調
と
し
て
支
え
る
動

き
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

［特別寄稿］

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」で
は
な
く

「
デ
リ
ス
キ
ン
グ
」

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

　

最
近
の
米
国
側
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る

限
り
、米
国
政
府
の
意
向
は
、中
国
と

の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
求
め
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、限
ら
れ
た
安
全
保
障
上
の

リ
ス
ク
を
切
り
離
す
と
い
う
も
の
だ
。

米
国
の
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
が
米
国

と
E
U
は
中
国
と
の
対
立
、冷
戦
、ま

た
は「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」で
は
な
く
、

「
デ
リ
ス
キ
ン
グ（
リ
ス
ク
低
減
）」に
焦

点
を
合
わ
せ
て
い
る
、と
述
べ
た
。さ
ら

に「
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、わ
れ
わ
れ
は
皆
、

中
国
と
の
貿
易
や
投
資
に
よ
っ
て
利
益

を
得
て
い
る（O

n the contrary, w
e 

all 
benefit 

from
 

trade 
and 

investm
ent w

ith China

）」と
も

発
言
し
て
い
る
。

米
中
は
や
は
り
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し

て
い
な
い
の
か

　

デ
ー
タ
に
て
確
認
し
て
み
る
と
、興

味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。米
国
側
の
統

計
で
み
る
か
、中
国
側
の
統
計
で
み
る

か
に
よ
っ
て
姿
が
異
な
る
の
だ
。具
体

的
に
は
米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
っ
て
関
税

引
き
上
げ
に
よ
る
応
酬
が
始
ま
っ
た

2
0
1
8
年
以
降
、米
国
側
の
統
計
で

み
た
中
国
か
ら
の
輸
入
は
大
き
く
低

下
し
た
。だ
が
中
国
か
ら
の
米
国
向
け

輸
出
を
見
れ
ば
、低
下
は
し
た
も
の
の
、

米
国
側
の
統
計
が
示
す
ほ
ど
で
は
な

か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、2
0
2
2
年

時
点
で
は
2
0
1
8
年
の
水
準
を
取

り
戻
し
て
い
る
。

　

何
故
両
国
の
統
計
で
違
い
が
生
じ

る
の
か
。2
0
2
1
年
N
Y
連
銀
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、米
国
企
業

に
よ
る
租
税
回
避
の
た
め
の
貿
易
の
虚

る
形
で
、（
1
）高
度
に
統
合
さ
れ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
産
業
で
は
ハ
イ
テ
ク
製
品
か
ら

中
国
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
が
予
想
以

上
に
困
難
で
あ
る
こ
と
と
、（
2
）一
部

企
業
の
不
満
が
背
景
に
あ
る
と
見
て
い

る
よ
う
だ
。

　

こ
の
動
き
、つ
ま
り
半
導
体
関
連
に

関
し
て
の
規
制
は
極
端
な
も
の
に
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
点
で
は
、米
中
関
係
が

極
端
に
悪
化
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　
一
方
で
、米
国
商
務
省
は
、航
空
関
連

の
中
国
の
31
企
業・団
体
を
輸
出
禁
止

の
対
象
に
す
る
と
発
表
。ミ
サ
イ
ル
開

発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
安
全
保

障
上
の
懸
念
か
ら
だ
。こ
の
点
だ
け
を

取
り
出
せ
ば
、や
は
り
安
全
保
障
と
い

う
点
か
ら
は
米
中
関
係
の
溝
は
埋
ま
っ

て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

米
国
か
ら
中
国
へ
の
訪
問
相
次
ぐ

と
こ
ろ
で
半
導
体
関
連
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か

　

米
中
関
係
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
半

導
体
関
連
企
業
の
動
き
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。2
0
2
3
年
6
月
の
報
道

に
よ
れ
ば
、バ
イ
デ
ン
米
政
権
は
中
国
に

対
す
る
最
先
端
半
導
体
の
輸
出
規
制

に
関
し
、韓
国
と
台
湾
の
企
業
へ
の
適

用
免
除
措
置
を
延
長
す
る
見
通
し
と

さ
れ
た
。2
0
2
2
年
10
月
よ
り
、米

国
は
先
端
半
導
体
関
連
の
人
材
、製

造
装
置
な
ど
を
対
象
に
中
国
へ
の
流

出
を
禁
じ
る
措
置
を
導
入
し
て
い
る
。

そ
の
際
に
1
年
間
の
免
除
措
置
が
設

け
ら
れ
た
が
、そ
れ
が
延
長
さ
れ
た
形

で
あ
る
。

　

同
内
容
を
報
じ
た
W
S
J
は
そ
の

理
由
を
業
界
幹
部
の
見
解
を
引
用
す

最
近
の
米
中
の
雪
解
け
に
つ
い
て
考
え
る

李  

智
雄

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
リ
サ
ー
チ
部　

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

Chinese economy

米中間貿易の報告データの差異

0

100

200

300

400
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600

700
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(10億ドル)

図表1. 米中、両側から見た貿易の推移

出所 : 中国税関総局、米商務省センサス局よりMUMSS作成

最
近
の
米
中
の
雪
解
け
に
つ
い
て
考
え
る
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偽
申
告
の
可
能
性
で
あ
る
。つ
ま
り
米

国
企
業
が
関
税
回
避
の
た
め
に
、輸
入

元
を
中
国
か
ら
で
は
な
く
、他
国
で
あ

る
と
申
告
し
た
可
能
性
が
あ
る
、と
の

こ
と
だ
。

米
国
の「
工
場
」、「
需
要
」と
し
て
の

中
国

　
つ
ま
り
、米
国
側
の
デ
ー
タ
で
示
さ

れ
た
ほ
ど
に
は
米
国
の
中
国
か
ら
の
輸

入
依
存
度
は
大
き
く
は
低
下
し
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
。理
由
を
考
え
て

み
れ
ば
、賃
金
や
環
境
規
制
な
ど
様
々

な
コ
ス
ト
が
上
昇
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、や
は
り
米
国
企
業
に
と
っ
て
中
国

は
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
重
要
な

位
置
付
け
に
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
る
。つ
ま
り「
工
場
」と
し
て
の
中
国

を
代
替
で
き
る
国
が
ま
だ
育
っ
て
い
な

い
。
候
補
地
は
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
が
、

2
0
2
2
年
の
米
国
の
対
ベ
ト
ナ
ム
貿

易
赤
字
は
1
，1
6
1
憶
ド
ル
と
中
国

の
3
，8
2
9
憶
ド
ル
の
3
分
の
1
に

も
過
ぎ
な
い
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
工
場
」以
外
に
重

要
な
の
は
、「
需
要
」と
し
て
の
中
国
の

存
在
で
あ
る
。米
国
に
と
っ
て
農
産
物

輸
出
の
相
手
国
は
近
隣
の
カ
ナ
ダ
や
メ

キ
シ
コ
を
抜
い
て
、中
国
が
1
位
で
あ

る
。政
治
家
に
と
っ
て
票
田
は
重
要
で

あ
る
が
、農
民
票
を
考
え
た
場
合
、高

い
生
産
性
を
持
つ
農
産
物
を
輸
出
で
き

る
相
手
国
を
見
つ
け
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。そ
の
相
手
国
と
し
て
、一

人
当
た
り
所
得
が
高
く
、今
後
も
成

長
を
見
込
め
る
国
と
し
て
の
中
国
以

外
の
代
替
先
を
探
す
こ
と
も
ま
た
、容

易
で
は
な
い
。

　

結
果
、米
国
は「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」

で
は
な
く
、安
全
保
障
関
連
の
技
術
に

焦
点
を
合
わ
せ
た「
デ
リ
ス
キ
ン
グ
」と

い
う
戦
略
の
み
を
採
る
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
中
で
、米
国
は
半
導
体
関
連
の

規
制
を
段
階
的
に
強
め
て
き
て
お
り
、

そ
の
結
果
、中
国
国
内
に
お
け
る
先

端
半
導
体
の
開
発
動
向
に
関
し
て
、

何
ら
米
国
に
と
っ
て
脅
威
と
も
と
れ

る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
見
か
け
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。も

ち
ろ
ん
、中
国
側
の
情
報
が
完
全
に
捕

捉
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

表
面
上
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、少

な
く
と
も
米
国
側
は
、「
デ
リ
ス
キ
ン

グ
」を
進
め
る
速
度
を
速
め
る
よ
り

も
、「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」が
行
き
過
ぎ

な
い
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。

　

た
と
え
ば
、米
国
の
財
務
長
官
イ
エ

レ
ン
氏
は
7
月
9
日
、4
日
間
の
訪
中

を
終
了
し
た
う
え
で
、中
国
当
局
者

と
の
会
談
は
、米
中
両
国
の
関
係
お
い

て
、「
交
流
再
開
」や
関
係
構
築
の
面

で「
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
」と
評
し

た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。過
去
に

も
イ
エ
レ
ン
財
務
長
官
は
複
数
の
講

に
権
益
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
ス
タ

ン
ス
で
良
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、台
湾
と
い
う
地
政
学
リ

ス
ク
を
ど
う
考
え
る
か
。人
民
網
は
、ブ

リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
が
、「
米
側
は
バ
イ

デ
ン
大
統
領
の
約
束
を
遵
守
し
、『
新

冷
戦
』は
求
め
ず
、中
国
の
制
度
の
改

変
は
求
め
ず
、同
盟
関
係
の
強
化
に
よ

る
反
中
国
も
求
め
ず
、『
台
湾
独
立
』

も
支
持
せ
ず
、中
国
と
衝
突
を
起
こ
す

意
図
も
有
し
て
い
な
い
」と
言
及
し
た

と
し
て
い
る
。

　

米
国
側
の
報
道
に
お
い
て
も
、懸
念

さ
れ
る
多
く
の
問
題
を
提
起
す
る
と

と
も
に
、中
国
と
の
間
で
利
害
が
一
致

す
る
国
境
を
越
え
た
共
通
の
問
題
に
つ

い
て
協
力
を
模
索
す
る
機
会
に
つ
い
て

も
言
及
し
た
、と
報
道
さ
れ
て
い
る（
米

国
国
務
省
）。

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」は
行
き
過
ぎ

て
い
な
い

　

ま
と
め
れ
ば
、「
デ
リ
ス
キ
ン
グ
」と
い

う
流
れ
の
中
に
お
け
る
半
導
体
関
連

の
規
制
強
化
と
い
う
動
き
は
続
く
も
の

の
、極
端
に
は
な
り
す
ぎ
ず
、一
方
で

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」に
向
か
う
動
き
に

関
し
て
は
米
中
と
も
に
避
け
た
い
と
い

う
意
図
の
も
と
、両
国
の
交
流
が
強
化

さ
れ
て
い
る
、と
い
う
の
が
足
元
の
動
き

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

演
で
、中
国
経
済
か
ら
の
完
全
な
離

脱
は
両
国
に
と
っ
て
悲
惨
な
こ
と
に
な

る
と
述
べ
て
い
る
。訪
中
の
狙
い
の
一つ

も
、両
国
の
分
断
が
行
き
過
ぎ
な
い
よ

う
に
調
整
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
さ

そ
う
だ
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、米
中
関
係
は
単

純
な
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
い
う
道
は
辿

る
ま
い
。米
国
は
徐
々
に
中
国
以
外
に

貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
を
育
て
つ
つ
も
、中

国
と
の
取
引
を
最
大
限
利
用
し
た

い
、だ
が
コ
ア
技
術
の
革
新
は
許
容
し

な
い
、と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、今
後

も
そ
の
ス
タ
ン
ス
を
続
け
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

中
国
側
も
衝
突
や
対
立
を
望
ん

で
い
な
い

中
国
側
の
反
応
は
ど
う
か

　

6
月
に
訪
中
し
た
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務

長
官
は
、19
日
に
習
近
平
国
家
主
席
と

会
談
し
た
。習
近
平
国
家
主
席
は
、両

国
の
衝
突
や
対
立
を
国
際
社
会
は
望

ん
で
い
な
い
、と
し
た
う
え
で
、「
中
国

は
米
国
の
利
益
を
尊
重
し
て
お
り
、米

国
に
挑
戦
し
た
り
、取
っ
て
代
わ
ろ
う

と
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。同
様
に
、

米
国
も
中
国
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ

り
、中
国
の
正
当
な
権
益
を
損
な
う
べ

き
で
は
な
い
」（
人
民
網
）と
し
た
。

　

中
国
側
も
、米
国
に
対
し
て
は
対
立

で
は
な
く
、互
い
の
尊
重
の
上
で
、と
も

但
し
一
旦
始
ま
っ
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
再
構
築
、と
い
う
流
れ
を

止
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い

　

米
中
が「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」に
強
く

向
か
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
な
ら

ば
、世
界
貿
易
に
お
い
て
両
国
を
中
心

と
し
た「
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
」と
い
う
断

絶
も
ま
た
、生
じ
に
く
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。だ
が
、地
政
学
リ
ス
ク

を
中
心
と
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
多

様
化
と
い
う
流
れ
に
加
え
て
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
分
断
、ロ
シ
ア・ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
と
そ
れ
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
立
強
化
な
ど
、様
々
な
リ
ス
ク
の

た
め
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
国
内
に
構

築
す
る
と
い
う
動
き
は
、政
府
の
政
策

を
含
め
て
と
ど
ま
る
と
は
考
え
に
く

い
。一
方
で
、各
国
に
お
い
て
同
様
の
流

れ
が
み
ら
れ
る
結
果
、こ
れ
ま
で
は
コ
ス

ト
重
視
で
世
界
中
に
分
散
で
き
て
い
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
、重
複
も
含
め
て

乱
立
す
る
こ
と
に
な
る
。そ
れ
は
つ
ま

り
、広
い
意
味
で
の
コ
ス
ト
上
昇
で
あ

り
、世
界
全
体
の
物
価
上
昇
と
い
う
流

れ
を
、大
き
な
基
調
と
し
て
支
え
る
動

き
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」で
は
な
く

「
デ
リ
ス
キ
ン
グ
」

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

　

最
近
の
米
国
側
の
コ
メ
ン
ト
を
見
る

限
り
、米
国
政
府
の
意
向
は
、中
国
と

の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
求
め
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、限
ら
れ
た
安
全
保
障
上
の

リ
ス
ク
を
切
り
離
す
と
い
う
も
の
だ
。

米
国
の
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
が
米
国

と
E
U
は
中
国
と
の
対
立
、冷
戦
、ま

た
は「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」で
は
な
く
、

「
デ
リ
ス
キ
ン
グ（
リ
ス
ク
低
減
）」に
焦

点
を
合
わ
せ
て
い
る
、と
述
べ
た
。さ
ら

に「
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、わ
れ
わ
れ
は
皆
、

中
国
と
の
貿
易
や
投
資
に
よ
っ
て
利
益

を
得
て
い
る（O

n the contrary, w
e 

all 
benefit 

from
 

trade 
and 

investm
ent w

ith China

）」と
も

発
言
し
て
い
る
。

米
中
は
や
は
り
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
し

て
い
な
い
の
か

　

デ
ー
タ
に
て
確
認
し
て
み
る
と
、興

味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。米
国
側
の
統

計
で
み
る
か
、中
国
側
の
統
計
で
み
る

か
に
よ
っ
て
姿
が
異
な
る
の
だ
。具
体

的
に
は
米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
っ
て
関
税

引
き
上
げ
に
よ
る
応
酬
が
始
ま
っ
た

2
0
1
8
年
以
降
、米
国
側
の
統
計
で

み
た
中
国
か
ら
の
輸
入
は
大
き
く
低

下
し
た
。だ
が
中
国
か
ら
の
米
国
向
け

輸
出
を
見
れ
ば
、低
下
は
し
た
も
の
の
、

米
国
側
の
統
計
が
示
す
ほ
ど
で
は
な

か
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、2
0
2
2
年

時
点
で
は
2
0
1
8
年
の
水
準
を
取

り
戻
し
て
い
る
。

　

何
故
両
国
の
統
計
で
違
い
が
生
じ

る
の
か
。2
0
2
1
年
N
Y
連
銀
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
、米
国
企
業

に
よ
る
租
税
回
避
の
た
め
の
貿
易
の
虚

る
形
で
、（
1
）高
度
に
統
合
さ
れ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
産
業
で
は
ハ
イ
テ
ク
製
品
か
ら

中
国
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
が
予
想
以

上
に
困
難
で
あ
る
こ
と
と
、（
2
）一
部

企
業
の
不
満
が
背
景
に
あ
る
と
見
て
い

る
よ
う
だ
。

　

こ
の
動
き
、つ
ま
り
半
導
体
関
連
に

関
し
て
の
規
制
は
極
端
な
も
の
に
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
点
で
は
、米
中
関
係
が

極
端
に
悪
化
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。

　
一
方
で
、米
国
商
務
省
は
、航
空
関
連

の
中
国
の
31
企
業・団
体
を
輸
出
禁
止

の
対
象
に
す
る
と
発
表
。ミ
サ
イ
ル
開

発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
安
全
保

障
上
の
懸
念
か
ら
だ
。こ
の
点
だ
け
を

取
り
出
せ
ば
、や
は
り
安
全
保
障
と
い

う
点
か
ら
は
米
中
関
係
の
溝
は
埋
ま
っ

て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

米
国
か
ら
中
国
へ
の
訪
問
相
次
ぐ

と
こ
ろ
で
半
導
体
関
連
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か

　

米
中
関
係
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
半

導
体
関
連
企
業
の
動
き
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。2
0
2
3
年
6
月
の
報
道

に
よ
れ
ば
、バ
イ
デ
ン
米
政
権
は
中
国
に

対
す
る
最
先
端
半
導
体
の
輸
出
規
制

に
関
し
、韓
国
と
台
湾
の
企
業
へ
の
適

用
免
除
措
置
を
延
長
す
る
見
通
し
と

さ
れ
た
。2
0
2
2
年
10
月
よ
り
、米

国
は
先
端
半
導
体
関
連
の
人
材
、製

造
装
置
な
ど
を
対
象
に
中
国
へ
の
流

出
を
禁
じ
る
措
置
を
導
入
し
て
い
る
。

そ
の
際
に
1
年
間
の
免
除
措
置
が
設

け
ら
れ
た
が
、そ
れ
が
延
長
さ
れ
た
形

で
あ
る
。

　

同
内
容
を
報
じ
た
W
S
J
は
そ
の

理
由
を
業
界
幹
部
の
見
解
を
引
用
す
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な
る
ほ
ど

第
十
八
回
：
物
価
と
金
融
政
策
の
関
係
に
つ
い
て
は
、こ
う
見
て
、こ
う
読
み
こ
め

は
じ
め
に

　

米
欧
主
要
国
で
は
、こ
れ
ま
で
か

つ
て
な
い
ほ
ど
の
高
水
準
に
達
し
て
い

た
イ
ン
フ
レ
も
、こ
の
と
こ
ろ
は
、鈍

化
傾
向
が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。た

だ
、そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、中
央
銀

行
は
、引
き
続
き「
利
上
げ
」姿
勢

を
、総
じ
て
崩
し
て
い
な
い
。と
こ
ろ

が
、こ
う
し
た
中
で
、我
が
国
の
場
合

は
、物
価
が
遅
れ
て
高
騰
し
、す
で
に

米
国
の
水
準
を
上
回
り
か
ね
な
い
と

こ
ろ
に
ま
で
達
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、従
前
か
ら
の「
大
規
模
金

融
緩
和
政
策
」継
続
の
姿
勢
を
、基

本
的
に
は
崩
し
て
お
ら
ず
、主
要
国

の
中
で
極
め
て
異
例
の
存
在
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
現
象
は
、ど
う
見
て
、ど
う
読

み
込
め
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
フ
レ
対
策
で
景
気
が
停
滞

す
る
の
は
当
た
り
前

　

こ
こ
で
、ま
ず
は
、改
め
て
、イ
ン
フ

レ
対
策
と
景
気
の
理
論
的
関
係
を
振

り
返
って
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

即
ち
、通
常
、イ
ン
フ
レ
は
、「
需
要

超
過
」で
発
生
し
ま
す
。こ
の
場
合
、

「
景
気
も
過
熱
」し
て
い
る
こ
と
が
通

常
で
、こ
れ
に
対
す
る
有
効
な
施
策

は
、「
需
要
超
過
」や「
加
熱
気
味
の

景
気
」を
適
正
な
水
準
に
ま
で
引
き

下
げ
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
す
る
に
、中
央
銀
行
と
し
て
は
、

「
利
上
げ
」や「
市
中
の
資
金
流
通
量

を
減
ら
す
」こ
と
、即
ち
、金
融
を
引

き
締
め
る
こ
と
が
有
効
な
方
策
に
な

る
筋
合
い
な
の
で
す
。た
だ
、こ
の
場

合
、気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
、

景
気
が
、こ
れ
に
よ
っ
て「
オ
ー
バ
ー
キ

ル
」に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
で
す
。た

だ
、正
直
、こ
の
加
減
は
簡
単
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、今
回
の
イ
ン
フ
レ
高
騰

は
、も
っ
ぱ
ら「
供
給
要
因
」に
よ
る

面
が
大
き
く
、こ
れ
は
、金
融
政
策
で

は
、も
と
か
ら
対
応
が
難
し
い
と
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
の
で
す
。何
故
な

ら
、イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
、中
央
銀

行
が
取
り
う
る
施
策
は
、基
本
的

に
、「
利
上
げ
」と「
市
中
資
金
の
引

き
上
げ
」し
か
な
い
わ
け
で
、こ
れ
は
、

前
述
の
よ
う
に「
需
要
超
過
」を
抑

制
し
て
、「
加
熱
し
て
い
る
景
気
を
冷

や
す
」こ
と
で
、イ
ン
フ
レ
抑
制
を
狙

う
も
の
な
の
で
す
。と
こ
ろ
が
、現
状

は
、「
需
要
超
過
」で
も
、「
景
気
が
過

熱
し
て
い
る
」わ
け
で
も
な
い
わ
け

で
、む
し
ろ
景
気
は
停
滞
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。こ
う
し
た

場
合
に
、「
利
上
げ
」や「
市
中
資
金

の
引
き
上
げ
」を
実
行
す
れ
ば
、ど

う
し
て
も
、景
気
を「
オ
ー
バ
ー
キ
ル
」

に
し
が
ち（
あ
る
意
味
こ
れ
が
不
可

避
）な
の
で
す
。そ
こ
で
、中
央
銀
行

と
し
て
は
、事
前
に
、あ
る
程
度
、こ

れ
を
覚
悟
し
つつ
、過
度
に「
オ
ー
バ
ー

キ
ル
」に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
ら
金
融

引
き
締
め
措
置
を
緩
め
る
と
いっ
た
、

い
わ
ば
、微
妙
な
手
綱
さ
ば
き
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。た
だ
、こ
れ
も
難
し
い
技
で
あ
る

こ
と
も
確
か
で
あ
り
、中
央
銀
行
が
、

こ
う
し
た
局
面
で
も
、な
お「
利
上

げ
」等
に
よ
り
、イ
ン
フ
レ
抑
制
を
図

る
と
い
う
こ
と
は
、「
市
民
生
活
の
安

定
」を
優
先
し
て
、「
景
気
振
興
」を

あ
る
程
度
犠
牲
に
す
る（
当
然
、両

者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
す

が
）覚
悟
の
も
と
に
行
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

米
欧
の
中
央
銀
行
が
、現
状
、イ
ン

フ
レ
鈍
化
が
進
み
、こ
の一
方
で
、世
界

経
済
が
停
滞
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
利
上
げ
」姿
勢
を
継
続
す
る

姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
は
、ロ
シ
ア
の

物
価
と
金
融
政
策
の

関
係
に
つい
て
は
、

こ
う
見
て
、

こ
う
読
み
こ
め

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
と
いっ
た

特
殊
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、こ
う
し

た
事
情
が
潜
ん
で
も
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
は
、我
が
国
と

し
て
も
、当
然
、学
ぶ
必
要
が
あ
る
と

こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

我
が
国
に
は
、軽
々
に
は
米
欧
に

追
随
出
来
な
い
事
情
が

　

と
こ
ろ
で
、植
田
日
銀
新
総
裁
が
、

前
述
の
よ
う
な
米
欧
の
事
情
を
理
解

し
て
い
な
い
は
ず
も
な
い
と
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
、事
実
、市
場
に
は
、早
晩
、

日
銀
は
何
ら
か
の
対
応
策
を
打
ち
出

す
と
の
見
方
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。た

だ
、我
が
国
に
は
、軽
々
に
は
、米
欧
に

追
随
で
き
な
い
事
情
が
、別
途
存
在

す
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
す
。

　
一つ
に
は
、こ
の
10
年
間
に
、我
が
国

政
府
は
、大
量
の
国
債
を
発
行
し
て

お
り
、す
で
に
1
0
0
0
兆
円
を
超

え
て
い
る
の
で
す
。し
か
も
そ
の
過
半

を
日
銀
が
保
有
し
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
いっ
た
事
情
が
あ
る
わ

け
で
、要
す
る
に
、こ
う
し
た
状
況
下

で
、仮
に
、現
在
、日
銀
が
実
質
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
長
期
金
利
の

上
限
を
引
き
上
げ
た
り
、あ
る
い
は

撤
廃
す
れ
ば
、そ
れ
だ
け
で
、日
銀
の

保
有
国
債
に
か
か
る
含
み
損
が
巨
額

に
上
り
、下
手
を
す
る
と
、実
質
債

務
超
過
に
陥
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

な
お
、日
銀
は
、国
債
評
価
は
原
価

主
義
を
採
用
し
て
お
り
、直
ち
に
こ

う
し
た
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い

と
し
て
も
、例
え
ば
、主
要
格
付
け
機

関
が
、事
実
上
の
問
題
と
し
て
、格
付

け
を
引
き
下
げ
る
と
い
っ
た
事
態
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、こ
う
な
れ

ば
、日
銀
の
み
な
ら
ず
、一
般
企
業
も

海
外
で
の
資
金
調
達
が
難
し
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。な
お
、含
み

損
に
つ
い
て
は
、一
般
金
融
機
関
に
つ
い

て
も
、程
度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
同

様
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
す
。

　

二
つ
目
に
は
、我
が
国
政
府
の
国
債

費
が
急
増
し
か
ね
な
い
問
題
が
生
じ

景
気
回
復
を
本
格
化
さ
せ
、そ
の
後

に
、本
格
的
な
物
価
対
策
を
講
じ
る

と
い
う
こ
と
も
、考
え
方
と
し
て
、ま
っ

た
く
間
違
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と

思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、足
元
の
物
価

高
騰
は
、そ
の
手
順
を
待
っ
て
は
く
れ

な
い
と
の
見
方
も
少
な
く
な
い
の
で

す
。そ
れ
に
、過
去
10
年
間
も
継
続

し
た「
大
規
模
金
融
緩
和
政
策
」は
、

株
高
に
は
効
い
た
が
、結
局
、景
気
回

復
に
は
効
か
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

も
あ
る
の
で
す
。

　

従
っ
て
、こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

「
経
済
を
さ
ら
に
冷
や
す
こ
と
な
く
、

イ
ン
フ
レ
抑
制
を
図
る
」こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
た
め
に
有
効

な
の
は
、「
超
過
需
要
」で
は
な
く
、誰

も
が
必
要
と
す
る「
新
た
な
需
要
」

を
創
出
す
る
こ
と
と
思
う
の
で
す
。

要
す
る
に
、こ
こ
は
、「
金
融
政
策
」に

加
え
て「
経
済
政
策
」の
出
番
だ
と
い

う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。た
だ
、こ
の
実
現
は
容
易
で
は
な

い
と
は
思
い
ま
す
。し
か
し
、我
が
国

の
こ
の
分
野
で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
も

と
も
と
極
め
て
高
く
、し
か
も
、現

在
、自
賄
い
に
困
窮
し
て
い
る
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」や「
希
少
金
属
」に
つ
い
て
さ

え
、新
た
な
開
発
技
術
を
創
設
し
つつ

あ
る
と
の
報
道
も
あ
る
わ
け
で
、実

効
的
な「
経
済
政
策
」を
鋭
意
工
夫

さ
え
し
て
い
け
ば
、実
現
可
能
と
も

思
わ
れ
る
の
で
す
。要
す
れ
ば
、ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
中
で
、唯
一
実
現
で
き
な
か
っ

た「
第
3
の
矢
＝
成
長
戦
略
」の
実

現
を
、本
格
的
か
つ
集
中
的
に
狙
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、米
国
も
、か
つ
て
経

済
が
困
窮
し
た
と
き
に
、立
ち
上
が

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、こ
の
手
法
で

画
期
的
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。重

ね
て
言
い
ま
す
が
、我
が
国
が
こ
れ
に

追
随
出
来
な
い
は
ず
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
、ど
う
で
し
ょ
う
か
。

る
と
い
う
こ
と
で
す
。要
す
る
に
、金

利
が
、＋
1・0
％
上
昇
す
る
だ
け
で
、

国
債
費
は
、最
終
的
に
は
、＋
10
兆
円

以
上
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。当
然
、こ
れ
は
国
債
の
償
還
日
に

合
わ
せ
て
徐
々
に
増
加
す
る
わ
け
で
、

一
気
に
こ
の
負
担
が
増
す
わ
け
で
は
な

い
に
し
ろ
、も
と
も
と
財
政
難
の
我
が

国
に
と
っ
て
は
、極
め
て
大
き
な
負
担

に
な
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
。

　

三
つ
目
に
は
、せ
っ
か
く
高
騰
し
て

い
る
株
価
が
急
落
し
か
ね
な
い
こ
と

で
す
。な
お
、こ
の
局
面
で
の
金
融
引

き
締
め
策
が
、即「
景
気
停
滞
」に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、既
に
、詳
細
解
説
し
て
き
ま
し
た

が
、我
が
国
政
府・日
銀
が
恐
れ
て
い

る
の
は
、こ
の
間
、せ
っ
か
く
リ
ー
マ
ン・

シ
ョッ
ク
前
の
水
準
に
ま
で
戻
り
つ
つ

あ
る
株
価
が
暴
落
す
る
こ
と
の
よ
う

で
す
。そ
う
な
れ
ば
、消
費
も
減
退
し

か
ね
な
い
と
不
安
視
し
て
い
る
よ
う

な
の
で
す
。な
お
、こ
う
し
た
中
、我
が

国
政
府
は
、「
賃
上
げ
」を
有
効
な
物

価
対
策
の
柱
に
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
ま
す
が
、た
だ
、株
高
メ
リ
ッ
ト

は
、主
に
、富
裕
層
や
海
外
投
資
家
に

多
く
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、一
般
市

民
は
、仮
に
多
少
賃
金
が
上
が
っ
て

も
、生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
が
相

次
い
で
い
る
う
え
、社
会
保
障
費
等
の

負
担
率
も
上
昇
し
て
い
る
わ
け
で
す

の
で
、物
価
対
策
上
、貯
蓄
率
を
引
き

上
げ
る
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。こ
れ
で
は
、結
局
、消
費
低

迷
を
招
く
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ

る
わ
け
で
、し
か
も
、我
が
国
政
府
が

公
表
し
て
い
る
、「
毎
月
勤
労
統
計
」

に
よ
れ
ば
、実
質
賃
金
は
、14
か
月
連

続
し
て
マ
イ
ナ
ス
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か

　

わ
が
国
の
景
気
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
」後

に
回
復
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、未
だ

そ
の
途
上
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

従
っ
て
、そ
の
手
順
と
し
て
、ま
ず
は
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は
じ
め
に

　

米
欧
主
要
国
で
は
、こ
れ
ま
で
か

つ
て
な
い
ほ
ど
の
高
水
準
に
達
し
て
い

た
イ
ン
フ
レ
も
、こ
の
と
こ
ろ
は
、鈍

化
傾
向
が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。た

だ
、そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、中
央
銀

行
は
、引
き
続
き「
利
上
げ
」姿
勢

を
、総
じ
て
崩
し
て
い
な
い
。と
こ
ろ

が
、こ
う
し
た
中
で
、我
が
国
の
場
合

は
、物
価
が
遅
れ
て
高
騰
し
、す
で
に

米
国
の
水
準
を
上
回
り
か
ね
な
い
と

こ
ろ
に
ま
で
達
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、従
前
か
ら
の「
大
規
模
金

融
緩
和
政
策
」継
続
の
姿
勢
を
、基

本
的
に
は
崩
し
て
お
ら
ず
、主
要
国

の
中
で
極
め
て
異
例
の
存
在
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
現
象
は
、ど
う
見
て
、ど
う
読

み
込
め
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
フ
レ
対
策
で
景
気
が
停
滞

す
る
の
は
当
た
り
前

　

こ
こ
で
、ま
ず
は
、改
め
て
、イ
ン
フ

レ
対
策
と
景
気
の
理
論
的
関
係
を
振

り
返
って
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

即
ち
、通
常
、イ
ン
フ
レ
は
、「
需
要

超
過
」で
発
生
し
ま
す
。こ
の
場
合
、

「
景
気
も
過
熱
」し
て
い
る
こ
と
が
通

常
で
、こ
れ
に
対
す
る
有
効
な
施
策

は
、「
需
要
超
過
」や「
加
熱
気
味
の

景
気
」を
適
正
な
水
準
に
ま
で
引
き

下
げ
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
す
る
に
、中
央
銀
行
と
し
て
は
、

「
利
上
げ
」や「
市
中
の
資
金
流
通
量

を
減
ら
す
」こ
と
、即
ち
、金
融
を
引

き
締
め
る
こ
と
が
有
効
な
方
策
に
な

る
筋
合
い
な
の
で
す
。た
だ
、こ
の
場

合
、気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
、

景
気
が
、こ
れ
に
よ
っ
て「
オ
ー
バ
ー
キ

ル
」に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
で
す
。た

だ
、正
直
、こ
の
加
減
は
簡
単
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、今
回
の
イ
ン
フ
レ
高
騰

は
、も
っ
ぱ
ら「
供
給
要
因
」に
よ
る

面
が
大
き
く
、こ
れ
は
、金
融
政
策
で

は
、も
と
か
ら
対
応
が
難
し
い
と
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
の
で
す
。何
故
な

ら
、イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
、中
央
銀

行
が
取
り
う
る
施
策
は
、基
本
的

に
、「
利
上
げ
」と「
市
中
資
金
の
引

き
上
げ
」し
か
な
い
わ
け
で
、こ
れ
は
、

前
述
の
よ
う
に「
需
要
超
過
」を
抑

制
し
て
、「
加
熱
し
て
い
る
景
気
を
冷

や
す
」こ
と
で
、イ
ン
フ
レ
抑
制
を
狙

う
も
の
な
の
で
す
。と
こ
ろ
が
、現
状

は
、「
需
要
超
過
」で
も
、「
景
気
が
過

熱
し
て
い
る
」わ
け
で
も
な
い
わ
け

で
、む
し
ろ
景
気
は
停
滞
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。こ
う
し
た

場
合
に
、「
利
上
げ
」や「
市
中
資
金

の
引
き
上
げ
」を
実
行
す
れ
ば
、ど

う
し
て
も
、景
気
を「
オ
ー
バ
ー
キ
ル
」

に
し
が
ち（
あ
る
意
味
こ
れ
が
不
可

避
）な
の
で
す
。そ
こ
で
、中
央
銀
行

と
し
て
は
、事
前
に
、あ
る
程
度
、こ

れ
を
覚
悟
し
つつ
、過
度
に「
オ
ー
バ
ー

キ
ル
」に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
ら
金
融

引
き
締
め
措
置
を
緩
め
る
と
いっ
た
、

い
わ
ば
、微
妙
な
手
綱
さ
ば
き
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。た
だ
、こ
れ
も
難
し
い
技
で
あ
る

こ
と
も
確
か
で
あ
り
、中
央
銀
行
が
、

こ
う
し
た
局
面
で
も
、な
お「
利
上

げ
」等
に
よ
り
、イ
ン
フ
レ
抑
制
を
図

る
と
い
う
こ
と
は
、「
市
民
生
活
の
安

定
」を
優
先
し
て
、「
景
気
振
興
」を

あ
る
程
度
犠
牲
に
す
る（
当
然
、両

者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
す

が
）覚
悟
の
も
と
に
行
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

米
欧
の
中
央
銀
行
が
、現
状
、イ
ン

フ
レ
鈍
化
が
進
み
、こ
の一
方
で
、世
界

経
済
が
停
滞
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
利
上
げ
」姿
勢
を
継
続
す
る

姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
は
、ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
と
いっ
た

特
殊
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、こ
う
し

た
事
情
が
潜
ん
で
も
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
は
、我
が
国
と

し
て
も
、当
然
、学
ぶ
必
要
が
あ
る
と

こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

我
が
国
に
は
、軽
々
に
は
米
欧
に

追
随
出
来
な
い
事
情
が

　

と
こ
ろ
で
、植
田
日
銀
新
総
裁
が
、

前
述
の
よ
う
な
米
欧
の
事
情
を
理
解

し
て
い
な
い
は
ず
も
な
い
と
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
、事
実
、市
場
に
は
、早
晩
、

日
銀
は
何
ら
か
の
対
応
策
を
打
ち
出

す
と
の
見
方
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。た

だ
、我
が
国
に
は
、軽
々
に
は
、米
欧
に

追
随
で
き
な
い
事
情
が
、別
途
存
在

す
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
す
。

　
一つ
に
は
、こ
の
10
年
間
に
、我
が
国

政
府
は
、大
量
の
国
債
を
発
行
し
て

お
り
、す
で
に
1
0
0
0
兆
円
を
超

え
て
い
る
の
で
す
。し
か
も
そ
の
過
半

を
日
銀
が
保
有
し
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
いっ
た
事
情
が
あ
る
わ

け
で
、要
す
る
に
、こ
う
し
た
状
況
下

で
、仮
に
、現
在
、日
銀
が
実
質
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
長
期
金
利
の

上
限
を
引
き
上
げ
た
り
、あ
る
い
は

撤
廃
す
れ
ば
、そ
れ
だ
け
で
、日
銀
の

保
有
国
債
に
か
か
る
含
み
損
が
巨
額

に
上
り
、下
手
を
す
る
と
、実
質
債

務
超
過
に
陥
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

な
お
、日
銀
は
、国
債
評
価
は
原
価

主
義
を
採
用
し
て
お
り
、直
ち
に
こ

う
し
た
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い

と
し
て
も
、例
え
ば
、主
要
格
付
け
機

関
が
、事
実
上
の
問
題
と
し
て
、格
付

け
を
引
き
下
げ
る
と
い
っ
た
事
態
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、こ
う
な
れ

ば
、日
銀
の
み
な
ら
ず
、一
般
企
業
も

海
外
で
の
資
金
調
達
が
難
し
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。な
お
、含
み

損
に
つ
い
て
は
、一
般
金
融
機
関
に
つ
い

て
も
、程
度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
同

様
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
す
。

　

二
つ
目
に
は
、我
が
国
政
府
の
国
債

費
が
急
増
し
か
ね
な
い
問
題
が
生
じ

景
気
回
復
を
本
格
化
さ
せ
、そ
の
後

に
、本
格
的
な
物
価
対
策
を
講
じ
る

と
い
う
こ
と
も
、考
え
方
と
し
て
、ま
っ

た
く
間
違
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と

思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、足
元
の
物
価

高
騰
は
、そ
の
手
順
を
待
っ
て
は
く
れ

な
い
と
の
見
方
も
少
な
く
な
い
の
で

す
。そ
れ
に
、過
去
10
年
間
も
継
続

し
た「
大
規
模
金
融
緩
和
政
策
」は
、

株
高
に
は
効
い
た
が
、結
局
、景
気
回

復
に
は
効
か
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

も
あ
る
の
で
す
。

　

従
っ
て
、こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

「
経
済
を
さ
ら
に
冷
や
す
こ
と
な
く
、

イ
ン
フ
レ
抑
制
を
図
る
」こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
た
め
に
有
効

な
の
は
、「
超
過
需
要
」で
は
な
く
、誰

も
が
必
要
と
す
る「
新
た
な
需
要
」

を
創
出
す
る
こ
と
と
思
う
の
で
す
。

要
す
る
に
、こ
こ
は
、「
金
融
政
策
」に

加
え
て「
経
済
政
策
」の
出
番
だ
と
い

う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。た
だ
、こ
の
実
現
は
容
易
で
は
な

い
と
は
思
い
ま
す
。し
か
し
、我
が
国

の
こ
の
分
野
で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
も

と
も
と
極
め
て
高
く
、し
か
も
、現

在
、自
賄
い
に
困
窮
し
て
い
る
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」や「
希
少
金
属
」に
つ
い
て
さ

え
、新
た
な
開
発
技
術
を
創
設
し
つつ

あ
る
と
の
報
道
も
あ
る
わ
け
で
、実

効
的
な「
経
済
政
策
」を
鋭
意
工
夫

さ
え
し
て
い
け
ば
、実
現
可
能
と
も

思
わ
れ
る
の
で
す
。要
す
れ
ば
、ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
中
で
、唯
一
実
現
で
き
な
か
っ

た「
第
3
の
矢
＝
成
長
戦
略
」の
実

現
を
、本
格
的
か
つ
集
中
的
に
狙
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、米
国
も
、か
つ
て
経

済
が
困
窮
し
た
と
き
に
、立
ち
上
が

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、こ
の
手
法
で

画
期
的
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。重

ね
て
言
い
ま
す
が
、我
が
国
が
こ
れ
に

追
随
出
来
な
い
は
ず
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
、ど
う
で
し
ょ
う
か
。

る
と
い
う
こ
と
で
す
。要
す
る
に
、金

利
が
、＋
1・0
％
上
昇
す
る
だ
け
で
、

国
債
費
は
、最
終
的
に
は
、＋
10
兆
円

以
上
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。当
然
、こ
れ
は
国
債
の
償
還
日
に

合
わ
せ
て
徐
々
に
増
加
す
る
わ
け
で
、

一
気
に
こ
の
負
担
が
増
す
わ
け
で
は
な

い
に
し
ろ
、も
と
も
と
財
政
難
の
我
が

国
に
と
っ
て
は
、極
め
て
大
き
な
負
担

に
な
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
。

　

三
つ
目
に
は
、せ
っ
か
く
高
騰
し
て

い
る
株
価
が
急
落
し
か
ね
な
い
こ
と

で
す
。な
お
、こ
の
局
面
で
の
金
融
引

き
締
め
策
が
、即「
景
気
停
滞
」に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、既
に
、詳
細
解
説
し
て
き
ま
し
た

が
、我
が
国
政
府・日
銀
が
恐
れ
て
い

る
の
は
、こ
の
間
、せ
っ
か
く
リ
ー
マ
ン・

シ
ョッ
ク
前
の
水
準
に
ま
で
戻
り
つ
つ

あ
る
株
価
が
暴
落
す
る
こ
と
の
よ
う

で
す
。そ
う
な
れ
ば
、消
費
も
減
退
し

か
ね
な
い
と
不
安
視
し
て
い
る
よ
う

な
の
で
す
。な
お
、こ
う
し
た
中
、我
が

国
政
府
は
、「
賃
上
げ
」を
有
効
な
物

価
対
策
の
柱
に
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
ま
す
が
、た
だ
、株
高
メ
リ
ッ
ト

は
、主
に
、富
裕
層
や
海
外
投
資
家
に

多
く
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、一
般
市

民
は
、仮
に
多
少
賃
金
が
上
が
っ
て

も
、生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
が
相

次
い
で
い
る
う
え
、社
会
保
障
費
等
の

負
担
率
も
上
昇
し
て
い
る
わ
け
で
す

の
で
、物
価
対
策
上
、貯
蓄
率
を
引
き

上
げ
る
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。こ
れ
で
は
、結
局
、消
費
低

迷
を
招
く
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ

る
わ
け
で
、し
か
も
、我
が
国
政
府
が

公
表
し
て
い
る
、「
毎
月
勤
労
統
計
」

に
よ
れ
ば
、実
質
賃
金
は
、14
か
月
連

続
し
て
マ
イ
ナ
ス
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か

　

わ
が
国
の
景
気
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
」後

に
回
復
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、未
だ

そ
の
途
上
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

従
っ
て
、そ
の
手
順
と
し
て
、ま
ず
は

財務省及び日本銀行データより、（株）さわやかリサーチ作成
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は
じ
め
に

　

米
欧
主
要
国
で
は
、こ
れ
ま
で
か

つ
て
な
い
ほ
ど
の
高
水
準
に
達
し
て
い

た
イ
ン
フ
レ
も
、こ
の
と
こ
ろ
は
、鈍

化
傾
向
が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。た

だ
、そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、中
央
銀

行
は
、引
き
続
き「
利
上
げ
」姿
勢

を
、総
じ
て
崩
し
て
い
な
い
。と
こ
ろ

が
、こ
う
し
た
中
で
、我
が
国
の
場
合

は
、物
価
が
遅
れ
て
高
騰
し
、す
で
に

米
国
の
水
準
を
上
回
り
か
ね
な
い
と

こ
ろ
に
ま
で
達
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、従
前
か
ら
の「
大
規
模
金

融
緩
和
政
策
」継
続
の
姿
勢
を
、基

本
的
に
は
崩
し
て
お
ら
ず
、主
要
国

の
中
で
極
め
て
異
例
の
存
在
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
現
象
は
、ど
う
見
て
、ど
う
読

み
込
め
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

イ
ン
フ
レ
対
策
で
景
気
が
停
滞

す
る
の
は
当
た
り
前

　

こ
こ
で
、ま
ず
は
、改
め
て
、イ
ン
フ

レ
対
策
と
景
気
の
理
論
的
関
係
を
振

り
返
って
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

即
ち
、通
常
、イ
ン
フ
レ
は
、「
需
要

超
過
」で
発
生
し
ま
す
。こ
の
場
合
、

「
景
気
も
過
熱
」し
て
い
る
こ
と
が
通

常
で
、こ
れ
に
対
す
る
有
効
な
施
策

は
、「
需
要
超
過
」や「
加
熱
気
味
の

景
気
」を
適
正
な
水
準
に
ま
で
引
き

下
げ
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
す
る
に
、中
央
銀
行
と
し
て
は
、

「
利
上
げ
」や「
市
中
の
資
金
流
通
量

を
減
ら
す
」こ
と
、即
ち
、金
融
を
引

き
締
め
る
こ
と
が
有
効
な
方
策
に
な

る
筋
合
い
な
の
で
す
。た
だ
、こ
の
場

合
、気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
は
、

景
気
が
、こ
れ
に
よ
っ
て「
オ
ー
バ
ー
キ

ル
」に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
で
す
。た

だ
、正
直
、こ
の
加
減
は
簡
単
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、今
回
の
イ
ン
フ
レ
高
騰

は
、も
っ
ぱ
ら「
供
給
要
因
」に
よ
る

面
が
大
き
く
、こ
れ
は
、金
融
政
策
で

は
、も
と
か
ら
対
応
が
難
し
い
と
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
な
の
で
す
。何
故
な

ら
、イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
、中
央
銀

行
が
取
り
う
る
施
策
は
、基
本
的

に
、「
利
上
げ
」と「
市
中
資
金
の
引

き
上
げ
」し
か
な
い
わ
け
で
、こ
れ
は
、

前
述
の
よ
う
に「
需
要
超
過
」を
抑

制
し
て
、「
加
熱
し
て
い
る
景
気
を
冷

や
す
」こ
と
で
、イ
ン
フ
レ
抑
制
を
狙

う
も
の
な
の
で
す
。と
こ
ろ
が
、現
状

は
、「
需
要
超
過
」で
も
、「
景
気
が
過

熱
し
て
い
る
」わ
け
で
も
な
い
わ
け

で
、む
し
ろ
景
気
は
停
滞
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。こ
う
し
た

場
合
に
、「
利
上
げ
」や「
市
中
資
金

の
引
き
上
げ
」を
実
行
す
れ
ば
、ど

う
し
て
も
、景
気
を「
オ
ー
バ
ー
キ
ル
」

に
し
が
ち（
あ
る
意
味
こ
れ
が
不
可

避
）な
の
で
す
。そ
こ
で
、中
央
銀
行

と
し
て
は
、事
前
に
、あ
る
程
度
、こ

れ
を
覚
悟
し
つつ
、過
度
に「
オ
ー
バ
ー

キ
ル
」に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
ら
金
融

引
き
締
め
措
置
を
緩
め
る
と
いっ
た
、

い
わ
ば
、微
妙
な
手
綱
さ
ば
き
が
求

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
。た
だ
、こ
れ
も
難
し
い
技
で
あ
る

こ
と
も
確
か
で
あ
り
、中
央
銀
行
が
、

こ
う
し
た
局
面
で
も
、な
お「
利
上

げ
」等
に
よ
り
、イ
ン
フ
レ
抑
制
を
図

る
と
い
う
こ
と
は
、「
市
民
生
活
の
安

定
」を
優
先
し
て
、「
景
気
振
興
」を

あ
る
程
度
犠
牲
に
す
る（
当
然
、両

者
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
す

が
）覚
悟
の
も
と
に
行
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

米
欧
の
中
央
銀
行
が
、現
状
、イ
ン

フ
レ
鈍
化
が
進
み
、こ
の一
方
で
、世
界

経
済
が
停
滞
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
利
上
げ
」姿
勢
を
継
続
す
る

姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
は
、ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
と
いっ
た

特
殊
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、こ
う
し

た
事
情
が
潜
ん
で
も
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。そ
し
て
、こ
れ
は
、我
が
国
と

し
て
も
、当
然
、学
ぶ
必
要
が
あ
る
と

こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

我
が
国
に
は
、軽
々
に
は
米
欧
に

追
随
出
来
な
い
事
情
が

　

と
こ
ろ
で
、植
田
日
銀
新
総
裁
が
、

前
述
の
よ
う
な
米
欧
の
事
情
を
理
解

し
て
い
な
い
は
ず
も
な
い
と
考
え
ら
れ

る
わ
け
で
、事
実
、市
場
に
は
、早
晩
、

日
銀
は
何
ら
か
の
対
応
策
を
打
ち
出

す
と
の
見
方
も
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。た

だ
、我
が
国
に
は
、軽
々
に
は
、米
欧
に

追
随
で
き
な
い
事
情
が
、別
途
存
在

す
る
こ
と
も
事
実
な
の
で
す
。

　
一つ
に
は
、こ
の
10
年
間
に
、我
が
国

政
府
は
、大
量
の
国
債
を
発
行
し
て

お
り
、す
で
に
1
0
0
0
兆
円
を
超

え
て
い
る
の
で
す
。し
か
も
そ
の
過
半

を
日
銀
が
保
有
し
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
いっ
た
事
情
が
あ
る
わ

け
で
、要
す
る
に
、こ
う
し
た
状
況
下

で
、仮
に
、現
在
、日
銀
が
実
質
的
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
長
期
金
利
の

上
限
を
引
き
上
げ
た
り
、あ
る
い
は

撤
廃
す
れ
ば
、そ
れ
だ
け
で
、日
銀
の

保
有
国
債
に
か
か
る
含
み
損
が
巨
額

に
上
り
、下
手
を
す
る
と
、実
質
債

務
超
過
に
陥
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

な
お
、日
銀
は
、国
債
評
価
は
原
価

主
義
を
採
用
し
て
お
り
、直
ち
に
こ

う
し
た
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い

と
し
て
も
、例
え
ば
、主
要
格
付
け
機

関
が
、事
実
上
の
問
題
と
し
て
、格
付

け
を
引
き
下
げ
る
と
い
っ
た
事
態
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、こ
う
な
れ

ば
、日
銀
の
み
な
ら
ず
、一
般
企
業
も

海
外
で
の
資
金
調
達
が
難
し
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
す
。な
お
、含
み

損
に
つ
い
て
は
、一
般
金
融
機
関
に
つ
い

て
も
、程
度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
同

様
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
す
。

　

二
つ
目
に
は
、我
が
国
政
府
の
国
債

費
が
急
増
し
か
ね
な
い
問
題
が
生
じ

景
気
回
復
を
本
格
化
さ
せ
、そ
の
後

に
、本
格
的
な
物
価
対
策
を
講
じ
る

と
い
う
こ
と
も
、考
え
方
と
し
て
、ま
っ

た
く
間
違
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と

思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、足
元
の
物
価

高
騰
は
、そ
の
手
順
を
待
っ
て
は
く
れ

な
い
と
の
見
方
も
少
な
く
な
い
の
で

す
。そ
れ
に
、過
去
10
年
間
も
継
続

し
た「
大
規
模
金
融
緩
和
政
策
」は
、

株
高
に
は
効
い
た
が
、結
局
、景
気
回

復
に
は
効
か
な
か
っ
た
と
い
う
事
実

も
あ
る
の
で
す
。

　

従
っ
て
、こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

「
経
済
を
さ
ら
に
冷
や
す
こ
と
な
く
、

イ
ン
フ
レ
抑
制
を
図
る
」こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
た
め
に
有
効

な
の
は
、「
超
過
需
要
」で
は
な
く
、誰

も
が
必
要
と
す
る「
新
た
な
需
要
」

を
創
出
す
る
こ
と
と
思
う
の
で
す
。

要
す
る
に
、こ
こ
は
、「
金
融
政
策
」に

加
え
て「
経
済
政
策
」の
出
番
だ
と
い

う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。た
だ
、こ
の
実
現
は
容
易
で
は
な

い
と
は
思
い
ま
す
。し
か
し
、我
が
国

の
こ
の
分
野
で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
も

と
も
と
極
め
て
高
く
、し
か
も
、現

在
、自
賄
い
に
困
窮
し
て
い
る
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
」や「
希
少
金
属
」に
つ
い
て
さ

え
、新
た
な
開
発
技
術
を
創
設
し
つつ

あ
る
と
の
報
道
も
あ
る
わ
け
で
、実

効
的
な「
経
済
政
策
」を
鋭
意
工
夫

さ
え
し
て
い
け
ば
、実
現
可
能
と
も

思
わ
れ
る
の
で
す
。要
す
れ
ば
、ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
中
で
、唯
一
実
現
で
き
な
か
っ

た「
第
3
の
矢
＝
成
長
戦
略
」の
実

現
を
、本
格
的
か
つ
集
中
的
に
狙
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
え
ば
、米
国
も
、か
つ
て
経

済
が
困
窮
し
た
と
き
に
、立
ち
上
が

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、こ
の
手
法
で

画
期
的
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。重

ね
て
言
い
ま
す
が
、我
が
国
が
こ
れ
に

追
随
出
来
な
い
は
ず
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
、ど
う
で
し
ょ
う
か
。

る
と
い
う
こ
と
で
す
。要
す
る
に
、金

利
が
、＋
1・0
％
上
昇
す
る
だ
け
で
、

国
債
費
は
、最
終
的
に
は
、＋
10
兆
円

以
上
も
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。当
然
、こ
れ
は
国
債
の
償
還
日
に

合
わ
せ
て
徐
々
に
増
加
す
る
わ
け
で
、

一
気
に
こ
の
負
担
が
増
す
わ
け
で
は
な

い
に
し
ろ
、も
と
も
と
財
政
難
の
我
が

国
に
と
っ
て
は
、極
め
て
大
き
な
負
担

に
な
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
。

　

三
つ
目
に
は
、せ
っ
か
く
高
騰
し
て

い
る
株
価
が
急
落
し
か
ね
な
い
こ
と

で
す
。な
お
、こ
の
局
面
で
の
金
融
引

き
締
め
策
が
、即「
景
気
停
滞
」に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、既
に
、詳
細
解
説
し
て
き
ま
し
た

が
、我
が
国
政
府・日
銀
が
恐
れ
て
い

る
の
は
、こ
の
間
、せ
っ
か
く
リ
ー
マ
ン・

シ
ョッ
ク
前
の
水
準
に
ま
で
戻
り
つ
つ

あ
る
株
価
が
暴
落
す
る
こ
と
の
よ
う

で
す
。そ
う
な
れ
ば
、消
費
も
減
退
し

か
ね
な
い
と
不
安
視
し
て
い
る
よ
う

な
の
で
す
。な
お
、こ
う
し
た
中
、我
が

国
政
府
は
、「
賃
上
げ
」を
有
効
な
物

価
対
策
の
柱
に
し
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
ま
す
が
、た
だ
、株
高
メ
リ
ッ
ト

は
、主
に
、富
裕
層
や
海
外
投
資
家
に

多
く
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、一
般
市

民
は
、仮
に
多
少
賃
金
が
上
が
っ
て

も
、生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
が
相

次
い
で
い
る
う
え
、社
会
保
障
費
等
の

負
担
率
も
上
昇
し
て
い
る
わ
け
で
す

の
で
、物
価
対
策
上
、貯
蓄
率
を
引
き

上
げ
る
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。こ
れ
で
は
、結
局
、消
費
低

迷
を
招
く
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ

る
わ
け
で
、し
か
も
、我
が
国
政
府
が

公
表
し
て
い
る
、「
毎
月
勤
労
統
計
」

に
よ
れ
ば
、実
質
賃
金
は
、14
か
月
連

続
し
て
マ
イ
ナ
ス
状
況
が
続
い
て
い
る

の
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か

　

わ
が
国
の
景
気
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
」後

に
回
復
方
向
に
あ
り
ま
す
が
、未
だ

そ
の
途
上
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。

従
っ
て
、そ
の
手
順
と
し
て
、ま
ず
は

鈴木 茂
Suzuk i  Sh ige ru

山形県出身。㈱さわやかリサーチ 特別参与。
昭和49年日本銀行入行。主に考査畑を歩み、
特に金融バブル発生、崩壊時には一貫して最
前線で処理対応に活躍。その後北九州、金沢、
福岡各支店長を歴任。北九州市助役、メリル
リンチ上席顧問を経て、現在コンサルタント
会社を経営。民事調停委員を兼任。この間、各
種政府委員としても活躍。

　

今
回
３
回
目
と
な
る
特
集
記
事
で
す
。お

持
ち
で
あ
る
特
殊
技
術
を
活
か
し
営
業
さ

れ
て
い
る
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
の
お
取
引
先

様
の
特
集
記
事
の
掲
載
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。今
回
は「
三
和
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
様
」（
平
間
支
店
）と「
株
式
会
社
ジ
ャ

ロ
ッ
ク
様
」（
法
人
等
営
業
部
）を
取
材
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

〈
手
塚
社
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

①
ロ
ボ
ッ
ト
化・自
動
化

　

3
年
前
よ
り
社
内
に
S
A
N
W
A
ロ

ボ
テ
ク
ス
チ
ー
ム
を
作
り
、社
内
の
自
動

化
・ロ
ボ
ッ
ト
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
複
数
の
テ
ー
マ
を
持
ち
、機
械
工
学

専
門
の
技
術
顧
問
に
ア
ド
バ
イ
ス・
指
導

を
受
け
な
が
ら
若
手
ス
タ
ッ
フ
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。1
年
目
は
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
、切
断
工
程
は
無
人
稼
働
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も〝
人
が
や
る
仕
事
〞と〝
ロ
ボ
ッ

ト
が
や
る
仕
事
〞を
識
別
し
、自
動
化
・
無

人
化
を
進
め
て
い
く
中
で
労
働
生
産
性
の

高
い
会
社
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

②
情
報
発
信（
展
示
会
等
）

　

弊
社
の
技
術
や
製
品
を
広
く
知
っ
て
頂

く
た
め
に
年
に
4
〜
5
回
展
示
会
に
出

展
し
て
い
ま
す
。海
外
市
場
開
拓
を
し
て

い
く
た
め
に
、コ
ロ
ナ
前
か
ら
ド
イ
ツ
で
の
世

界
最
大
の
研
削
の
展
示
会『
G
r
i
n
d 

t
e
c
』に
も
出
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
リ
ア
ル
展
示
会
だ
け
で
な
く

W
E
B
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ

弊
社
の
技
術
を
広
く
知
っ
て
頂
く
機
会

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

従
来
よ
り
お
取
引
頂
い
て
い
る
光
通

信
・
情
報
端
末
・
計
測
器
・
自
動
車
な
ど
の

先
端
技
術
分
野
だ
け
で
な
く
、新
た
に
半

導
体
・
医
療
分
野
へ
の
展
開
を
掲
げ
て
い

ま
す
。例
え
ば
医
療
分
野
で
は
、数
年
前

よ
り
人
工
透
析
装
置
に
使
う
定
量
ポ
ン

プ
用
の
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
施

術
の
際
に
使
う
ピ
ン
ゲ
ー
ジ
、カ
テ
ー
テ
ル

用
線
材
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。い
ず

れ
も
1
年
〜
3
年
か
け
お
客
様
の
声
を

聴
き
、ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
重
ね
な
が
ら

課
題
を
解
決
し
製
品
提
案
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
た
。直
近
で
は
、大
手
メ
ー
カ
ー
の

知
的
財
産（
パ
テ
ン
ト
）を
活
用
し
マ
イ
ク

ロ
加
工
機
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
も
お
客
様
か
ら
の
課
題
を
受
け

止
め
、新
規
開
発
テ
ー
マ
と
し
て
技
術
開

発
・
製
品
開
発
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

く
事
が
新
市
場
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
の
取
り
組
み
で
は
ど
の
様
な
活
動
が

ご
ざ
い
ま
す
か
？

創業社長の手塚健一郎氏は大学の商学部を出て保険会社
に就職したものの、「アイデアを自由に、制限なく形にできる仕
事に大きな魅力を感じて」モノづくりの世界への転身を決意。
川崎にあった従業員5人の町工場で2年間働き、昼夜加工先
や取引先を歩き回り、会社に戻っては機械油にまみれながら
業界について学び独立した経緯を持つ。

三
和
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長  

手
塚 

健
一
郎 

様

超
微
細
加
工
技
術
で

お
客
さ
ま
の
要
求
品
質
に
応
え
る

特
殊
技
術
・
特
殊
製
品
紹
介

出所：株式会社クイック　データより、（株）さわやかリサーチ作成
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今
回
３
回
目
と
な
る
特
集
記
事
で
す
。お

持
ち
で
あ
る
特
殊
技
術
を
活
か
し
営
業
さ

れ
て
い
る
さ
わ
や
か
信
用
金
庫
の
お
取
引
先

様
の
特
集
記
事
の
掲
載
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。今
回
は「
三
和
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
様
」（
平
間
支
店
）と「
株
式
会
社
ジ
ャ

ロ
ッ
ク
様
」（
法
人
等
営
業
部
）を
取
材
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

〈
手
塚
社
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

①
ロ
ボ
ッ
ト
化・自
動
化

　

3
年
前
よ
り
社
内
に
S
A
N
W
A
ロ

ボ
テ
ク
ス
チ
ー
ム
を
作
り
、社
内
の
自
動

化
・ロ
ボ
ッ
ト
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
複
数
の
テ
ー
マ
を
持
ち
、機
械
工
学

専
門
の
技
術
顧
問
に
ア
ド
バ
イ
ス・
指
導

を
受
け
な
が
ら
若
手
ス
タ
ッ
フ
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。1
年
目
は
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
、切
断
工
程
は
無
人
稼
働
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も〝
人
が
や
る
仕
事
〞と〝
ロ
ボ
ッ

ト
が
や
る
仕
事
〞を
識
別
し
、自
動
化
・
無

人
化
を
進
め
て
い
く
中
で
労
働
生
産
性
の

高
い
会
社
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

②
情
報
発
信（
展
示
会
等
）

　

弊
社
の
技
術
や
製
品
を
広
く
知
っ
て
頂

く
た
め
に
年
に
4
〜
5
回
展
示
会
に
出

展
し
て
い
ま
す
。海
外
市
場
開
拓
を
し
て

い
く
た
め
に
、コ
ロ
ナ
前
か
ら
ド
イ
ツ
で
の
世

界
最
大
の
研
削
の
展
示
会『
G
r
i
n
d 

t
e
c
』に
も
出
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
リ
ア
ル
展
示
会
だ
け
で
な
く

W
E
B
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ

弊
社
の
技
術
を
広
く
知
っ
て
頂
く
機
会

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

従
来
よ
り
お
取
引
頂
い
て
い
る
光
通

信
・
情
報
端
末
・
計
測
器
・
自
動
車
な
ど
の

先
端
技
術
分
野
だ
け
で
な
く
、新
た
に
半

導
体
・
医
療
分
野
へ
の
展
開
を
掲
げ
て
い

ま
す
。例
え
ば
医
療
分
野
で
は
、数
年
前

よ
り
人
工
透
析
装
置
に
使
う
定
量
ポ
ン

プ
用
の
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
施

術
の
際
に
使
う
ピ
ン
ゲ
ー
ジ
、カ
テ
ー
テ
ル

用
線
材
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。い
ず

れ
も
1
年
〜
3
年
か
け
お
客
様
の
声
を

聴
き
、ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
重
ね
な
が
ら

課
題
を
解
決
し
製
品
提
案
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
た
。直
近
で
は
、大
手
メ
ー
カ
ー
の

知
的
財
産（
パ
テ
ン
ト
）を
活
用
し
マ
イ
ク

ロ
加
工
機
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
も
お
客
様
か
ら
の
課
題
を
受
け

止
め
、新
規
開
発
テ
ー
マ
と
し
て
技
術
開

発
・
製
品
開
発
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

く
事
が
新
市
場
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

▲ マクロ放電加工機の試作開発

硬度93.6HRA/ヤング率600GPa以上の高硬度・高剛性の超
硬合金を使用した細穴放電加工用の細線電極です。サイズ
は外径φ0.05～φ0.1ｘ全長300Ｌです。
ご使用例として自動車の燃料噴射装置の噴射ノズル穴を開け
る際に使用する放電加工用としてご使用頂いています。

超硬ミクロンピン

◀シャープペンの芯よりも
細い外径0.05～0.09
㎜に微細研磨される。

超硬合金やセラミックなどの硬質材に微細穴加工いたしま
す。材質や形状（穴の深さ）にもよりますがφ0.05～対応して
おります。

微細穴ノズル

◀研削技術と微細穴加工
を融合して実現した精
密ノズル。電子部品の
吸着や封止に使用され
ている。

業界初のSANWAの極小径ピンゲージシリーズです。サイズ
は外径φ0.01～製作し、精度は±0.3μmの超精級～±1μmまで
お客様のご要望にあわせて対応いたします。材質は超硬合金
とジルコニアセラミックスを用意しており、「校正証明書」「トレー
サビリティ体系図」も必要に応じて発行しています。微細穴の
内径測定用、細穴放電加工の電極、測定器のマスターピン
ゲージ、微細コンタミ除去ツールなど幅広い分野でご使用頂い
ております。

極小径ピンゲージ
◀髪の毛よりも細い外径
0.01㎜～のピンゲー
ジ商品。サイズ・精度は
お客様の要望に応じて
対応している。左写真
はホルダー付タイプ。

PCD（人造多結晶ダイヤモンド）を使用し、耐摩耗性・耐久性を
格段に長寿命化でき、生産ラインの安定的な品質維持や段取
り替えの低減に大きな効果があります。具体的な製品例として
ダイヤモンドVレスト、ダイヤモンドワークレスト、ダイヤモンド測定
子などがあり生産ラインの治具や部品のダイヤモンド化をご提
案しています。

ダイヤモンド製品

超硬合金、アルミナ・ジルコニアセラミックス、窒化ケイ素、炭化ケ
イ素、チタン、SUSなど幅広い素材のセンターレス・円筒研削・段
研加工の受託加工を対応しております。外径精度、円筒度・真
円度・同軸度などの幾何公差などお気軽にご相談ください。1
本～量産まで対応可能です。

センターレス・円筒加工品

◀材質・規格・精度など、
用途に応じて豊富なラ
インナップを小ロットか
ら量産まで対応できる。

弊社独自開発による超微粒子超硬合金を採用した耐久性に
優れたグリーンシートカッターです。セラミックコンデンサーのグ
リーンシート、フィルム、箔などの切断加工に活用されています。
超精密加工技術により厚み0.1mmまで対応可能です。

グリーンシートカッター

◀独自開発の「超微粒子
超硬合金」でカッターの
耐久性を向上。同業他
社との差別化にもつな
がっている。

〈ワークレスト〉 〈測定子〉 〈Vレスト〉

特殊製品
4つの強みである「微細精密加工」「加工対応力」「素材メーカーとの協力連携」「検査保証体制」が
あることで実現できた6つの製品をご紹介いたします。
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1. 外径公差±0.1μm（ピン・シャフトの外径精度）
現在最も高精度な要求精度として±0.1μm(±0.0001㎜)の製作実績があります。測定器校正用のマスターピンゲージなど
幅広い用途でお使いいただいております。

2. 真円度0.06μm（写真①）
真円度とは「幾何学的に正しい円からのひらきの許容差」であり、丸棒にとって重要な公差のひとつです。外径寸法が公
差に入っていても真円度が悪いと製品としての機能を満たさないことがあるため、当社では独自に厳しい社内基準を定
めています。一般的にピンゲージで超精密な真円度精度は0.3μmですが、当社では0.1μm以下の要求に対して真円度
0.06μmの実績があります。

3. 円筒度0.183μm
円筒度とは「幾何学的に正しい円筒からのひらきの許容差」です。製品の使用用途により1μm以下の高精度な円筒度を
求められるケースが増えてきています。当社では円筒度の測定器を保有し測定データの添付も対応しております。

4. 表面粗さRa0.0239μm
ダイヤモンド砥石による機械加工でこの表面粗さを対応しています。製品形状によってはハンドラップ加工対応もいたして
おります。製品の表面粗さについては各種砥石を用意していますのでご相談ください。表面粗さの測定データも添付可
能です。

5. センターレス研削による細線加工、長尺加工
細線加工は最小径で「段付きタイプはφ0.01～」、「ストレートタイプでφ0.05～」の実績があります。主に測定用のピンゲージ
として使用していただいています。さらなる細線化のニーズがあり直径数μmのピンゲージの製作にチャレンジしております。
丸棒の長尺加工の実績として最大2500㎜まで実績があります。医療用のニッケルチタンチューブや精密なコーディング
工程で使用される治具の製作において弊社のセンターレス長尺加工をご活用いただいております。

6. 独自工法のワンチャック加工による異形ピン（写真②③）
弊社独自工法による異形パンチシリーズ。楕円、スクエア、多角形、偏心形状など異形ピンをワンチャックで加工するため
同軸度は高精度に仕上がります。材質は超硬合金、セラミック、ハイス鋼など１本から製作いたします。

7. 超精密切削・微細加工（写真④⑤）
高精度微細加工機や独自開発のマイクロ放電加工機などを活用し、硬質材から脆性材まで幅広い素材を微細穴加工、
精密部品加工いたします。

特殊技術
『削る・磨く・測る』を極める超精密・微細加工技術。
硬く特殊な素材に対して、微細で精密な加工を施す。長年培ってきた経験と匠の技。
そして、最先端技術を取り入れながら私たちの技術は進化し続けています。　

（写真⑤）アクリル板へのマイクロ流路加工

（写真①）φ0.5ピンゲージの真円度データ

超硬合金、セラミック、窒化ケイ素、炭化ケ
イ素、チタン、ダイヤモンドなどの硬質材や
難削材の各種ピン・シャフトを±0.0001㎜保
証の高精度で微細加工する技術力

最小ロット本数が1本から数万本の受注を
毎月継続して受注

超硬合金を主にセラミックやチタンなど恒
常的に取引している素材メーカーは20数
社にのぼるが、素材開発の段階から密に
コミュニケーションをとり最新情報を顧客に
提供し、『最適な材料＋加工技術』で製品
提案している。

ISO9001認証取得。0.1μm（サブミクロン）
～0.01μm（10ナノ）単位の測定機器・環境
を整備している。ピンゲージも販売してお
り、測定機器の校正証明書の発行可能。

検査保証体制

素材メーカーとの協力連携

加工対応力

微細精密加工

～特殊技術の４つの強み～　

（写真②）異形ピン
顧客からのオーダーメイドで多彩な形状を1本から生産可能。

（写真④）石英ガラスへのΦ0.5穴加工

（写真③）パンチピン・コアピン
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「
物
流
で
感
動
を
届
け
た
い
」先
進
性
と
徹
底
的
な

現
場
目
線
で
物
流
現
場
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

「
モ
ノ
づ
く
り
」か
ら「
モ
ノ
配
り
」の
た
め
の
物
流

現
場
へ
。倉
庫
の
役
割
が
大
き
く
変
わ
る
中
、〝
物
流

業
界
の
風
雲
児
〞と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ロ
ッ
ク
は
、お
客

様
の
お
困
り
事
に
応
え
る
先
進
的
そ
し
て
地
に
足

の
つ
い
た
庫
内
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。「
物

流
で
感
動
を
届
け
た
い
」と
い
う
同
社
の
想
い
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

多
品
種
少
量
化
す
る
倉
庫
業
務
に
最
適
化
さ
れ

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

　
〝
巣
ご
も
り
消
費
〞に
よ
る
E
C（
電
子
商
取
引
）

の
急
成
長
と
と
も
に
、物
流
倉
庫
の
役
割
は
大
き

く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。メ
ー
カ
ー
が
自
社
商
品
を
大

量
保
管
す
る
少
品
種
多
量
型
の
倉
庫
か
ら
、大
型

店
舗
の
よ
う
に
膨
大
な
品
物
を
少
量
ず
つ
管
理
運

用
す
る
多
品
種
少
量
型
の
倉
庫
へ
と
ニ
ー
ズ
が
移
り

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
」の
た
め
の
倉
庫
か
ら
、「
モ
ノ
配

り
」の
た
め
の
倉
庫
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
変
化
を
先
取
り
し
て
、時
代
が
求
め
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
の
が
我
々
の
使
命
で
す
。

　

例
え
ば
、
倉
庫
の
天
井
に
取
り
付
け
る 

「Revolution Fans

」（
リ
ボ
リ
ュー
シ
ョン
フ
ァ
ン
）。

ブ
レ
ー
ド
の
長
さ
が
最
大
7m
の
巨
大
な〝
扇
風
機
〞

は
、作
業
員
が
2
、3
人
程
度
の
従
来
型
の
倉
庫
に

は
不
要
な
装
置
で
す
。し
か
し
、多
く
の
作
業
員
が

働
く
E
C
倉
庫
で
は
、快
適
な
労
働
環
境
の
実
現

と
作
業
効
率
化
に
欠
か
せ
な
い
環
境
機
器
と
な
る

の
で
す
。

 

こ
う
し
た「
モ
ノ
配
り
」の
た
め
の
倉
庫
に
求
め
ら

れ
る
、か
つ
て
な
い
機
器
や
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い

る
の
が
、〝
物
流
業
界
の
風
雲
児
〞と
呼
ば
れ
る
ゆ
え

ん
で
も
あ
り
ま
す
。

　

1
9
6
3
年
に
創
業
し
、今
年
で
60
年
目
を
迎

え
る
弊
社
は
、創
業
当
初
か
ら
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
純
正
部
品
の
庫
内
物
流
サ
ー
ビ
ス
に
長
く
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

車
種
と
年
式
が
多
く
、一
車
種
当
た
り
数
千
点
が

必
要
に
な
る
自
動
車
部
品
は
、ま
さ
に
多
品
種
少

量
で
す
。弊
社
は
注
文
を
受
け
て
か
ら
タ
イ
ム
リ
ー

に
ピ
ッ
キ
ン
グ
し
、翌
日
に
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
お
届
け

す
る
と
い
う
、今
日
の
E
C
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
50

年
以
上
に
わ
た
っ
て
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
通
じ
て
、「
モ
ノ
配
り
」の
物
流
現
場

に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
知
り
尽
く
し
て
い
る

こ
と
が
、弊
社
が
お
客
様
か
ら
信
頼
を
集
め
て
い
る

大
き
な
理
由
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、弊
社
は
庫

内
物
流
シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、工
場

を
持
た
な
い
フ
ァ
ブ
レ
ス
生
産
方
式
に
徹
し
て
い
ま

す
。企
画
力
、開
発
力
、デ
ザ
イ
ン
力
を
発
揮
し
て
、 

顧
客
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
や
機
器
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
の
も
弊
社
の
特
徴
で
す
。

「
モ
ノ
配
り
倉
庫
」の
抱
え
る
悩
み
を
解
決
す
る

5
つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

　
「
モ
ノ
配
り
倉
庫
」は
人
が
働
く
倉
庫
、そ
こ
に
は

5
つ
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。一つ
は「
庫
内
の
環

境
改
善
」、二
つ
目
が「
安
全
・
安
心
」、3
つ
目
が

「
空
間
有
効
活
用
」、4
つ
目
が「
労
務
負
担
軽

減
」、そ
し
て
最
後
に「
Ｄ
Ｘ
化
」で
す
。我
々
は
こ
の

5
つ
の
現
場
の
悩
み
に
寄
り
添
い
、地
に
足
の
つ
い
た

カ
タ
チ
で
、お
客
様
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
の
垣
根
を
越
え
て
求
め
ら
れ
る
も
の

を
お
届
け
す
る

　

良
い
も
の
で
あ
れ
ば
、自
社
製
品
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
、他
社
の
製
品
も
積
極
的
に
取
り
扱
い
ま

す
。大
切
な
の
は
、 

お
客
様
の
物
流
現
場
を
い
か
に

よ
り
良
く
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
、

我
々
が
垣
根
を
設
け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
く
に
物
流
の
先
進
国
で
あ
る
欧
米
や
中
国
の

最
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
を
い
ち

早
く
採
り
入
れ
、お
客
様
に
提
供
。海
外
の
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
と
提
携
し
、物
流
現
場
の
D
X

化
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
化
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た「Revolution Fans

」も
、ジ
ャ

ロッ
ク
が
発
掘
し
総
代
理
店
契
約
を
結
ん
だ
米
国
企

業
の
製
品
で
す
。弊
社
は
独
立
系
メ
ー
カ
ー
と
し
て

50
年
以
上
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、系
列

な
ど
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
、お
客
様
が
真
に

求
め
る
ソ
リ
ュー
シ
ョン
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、自
社
製
品
に
お
い
て
も「
お
客
様
の

困
り
事
に
応
え
る
」と
い
う
思
い
を
貫
い
て
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。代
表
的
な
製
品
が
、既
存
の
中
量

ラ
ッ
ク
の
上
部
に
高
さ
5
m
の
ラ
ッ
ク
を
増
設
す
る

「
タ
ナT

Sum
U
®

」（
タ
ナ
ツ
ム
）と
、ラ
ッ
ク
の
間
を

走
行
し
、人
が
乗
る
デ
ッ
キ
を
高
さ
3・2
m
ま
で
昇

降
で
き
る「H

ypickRunner®

」（
ハ
イ
ピ
ッ
ク
ラ
ン

ナ
ー
）で
す
。

　

人
が
品
物
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
E
C
な
ど
の
倉

庫
で
は
、手
を
伸
ば
せ
る
高
さ
2
m
以
上
の
上
部
空

間
が
ど
う
し
て
も
無
駄
な
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
製
品
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、高
さ

5
m
の
棚
に
も
手
が
届
く
の
で
、限
ら
れ
た
倉
庫
ス

ペ
ー
ス
で
も
、よ
り
多
く
の
品
物
が
置
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
「
タ
ナT

Sum
U

」は
既
存
ラ
ッ
ク
の
解
体
や
保
管

物
の
移
動
な
ど
を
せ
ず
に
増
設
で
き
る
の
で
、日
々

の
物
流
作
業
が
止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、「H

ypickR
unner

」は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
免

許
が
な
く
て
も
運
転
で
き
ま
す
し
、女
性
で
も
安

全
、簡
単
に
動
か
し
て
高
所
の
品
物
を
ピ
ッ
キ
ン
グ

で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、あ
ら
ゆ
る
面
で
庫
内
作
業
の
課
題

に
応
え
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
、弊
社
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。

Logistics for the future

に
貢
献
し「
物

流
で
感
動
を
届
け
た
い
」

　

弊
社
は
、国
内
外
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
は
じ

め
、「
つ
な
が
る
こ
と
」「
つ
な
げ
る
こ
と
」を
価
値
創

造
の
源
泉
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
1
つ
と
し
て
、2
0
1
8
年
9
月
に
は
物
流

関
連
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
ユ
ー
ザ
ー
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
物
流
S
O
S
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
は
誰
で
も
パ
ソ
コ
ン
が
1
台
あ
れ
ば
E
C
を
始

め
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、ど
う
す
れ
ば
倉
庫
を
借

り
た
り
、段
ボ
ー
ル
を
調
達
し
た
り
で
き
る
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
る
個

人
や
中
堅
・
中
小
の
ユ
ー
ザ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
結
ぶ
、グ
ル
メ
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
す
、弊
社
は
中
堅・中
小
規

模
の
ユ
ー
ザ
ー
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、取
り
扱
う
シ
ス
テ
ム
や
製
品
を
、長
期
レ

ン
タ
ル
や
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方
式
で
も
ご
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

弊
社
はLogistics for the future

（
未
来
の

た
め
の
物
流
）に
貢
献
し
、品
物
を
受
け
取
る
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
に『
物
流
で
感
動
を
届
け
た
い
』

と
い
う
強
い
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
実
現
の
た

め
に
、こ
れ
か
ら
も
顧
客
第
一
主
義
、現
場・現
物・現

実
第
一
主
義
の
経
営
理
念
の
下
、弊
社
に
し
か
で
き

な
い
先
端
的
な
物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

社 　 名
所 在 地
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三和クリエーション株式会社
〒211-0051 神奈川県川崎市中原区宮内1-26-8
https://www.sanwa-creation.co.jp
044（740）6800
044（740）6801
1999年12月1日
1,000万円
代表取締役社長 手塚 健一郎
高精度ピンシャフト、微細精密金型部品、工業用刃物・特殊
切削工具、ダイヤモンド製部品・治工具、高硬度ノズル、その
他精密部品の製造・販売
40名

【会社概要】

会社設立（川崎市高津区下野毛）
超硬合金を使った工具ブランクの製造開始
事業拡張のため工場移転（川崎市高津区
北見方）
光通信用フェルールの内径測定用「高精
度ピンゲージ」の生産・販売開始
マニピュレーター装置向け「先端幅0.001
㎜幅ニードルピン」の開発　
事業譲渡によりダイヤモンド加工事業立
上げ
積 層 セ ラミック チ ップ コン デ ン サ
（MLCC）用「グリーンシートカッター」の
生産・販売開始
トヨタ自動車殿・HONDA殿にて「新技
術・新工法展示会」へ出展
燃料噴射装置（コモンレールシステム）向
け「超硬細線・ミクロンピン」の製造開始   
ＬＥＤ向け・微細穴ノズルの製造開始
新本社工場に移転（川崎市中原区宮内）
ISO9001取得　当社の微細・精密加工技
術が「川崎ものづくりブランド」に認定
経済産業省「がんばる中小企業300社」
に選定
業界初となる「極小径ピンケージ（直径
0.01㎜～）」の開発・製造開始
「神奈川県優良工場」に選定　
「かわさきSDGゴールドパートナー」に認定

【会社プロフィール】
（敬称略）

1999年

2001年

2002年

2003年

2007年

2008年

2009年

2010年

2011年
2012年

2014年

2016年

2018年
2021年

【製品のマーケット】
自動車／医療／測定機器／
電子部品／通信機器／
複写機

【製品の使途事例】
ハードディスク／スマートフォン／プリント基板／
測定機器／医療（人工透析装置・カテーテル）／
歯科（インプラント）／高級時計

〈メッセージ〉
「センターレス研削盤を数台揃え、切削工具のブランク加工からスタートしました。高
精度を目指す努力を続けながら、ニードルピンやピンゲージ、精密金型部品、精密ノ
ズルといった、小径・微細な加工分野に注力し横展開をしてきました。お客さまの要
求品質を達成するために必要な加工技術や品質保証を、スタッフとトライ＆エラーを
繰り返しながらやってきました。
例えば、光通信メーカーから受注したピンゲージでは、要求精度を完全にクリアする
までに3年の歳月を要しました。そうした技術獲得の地道な努力と試行錯誤の積み
重ねが、私達の事業の原点にあります。」

〈経歴〉
1988年に慶応義塾大学卒業、1988年に安田生命保険相互会社に入社（現明治
安田生命）し、池袋支店→人事部→横浜支店を歴任。1997年有限会社三和超硬
に入社し取締役として経営企画、人事、営業、製造、開発など全般に従事。
1999年12月に三和クリエーション株式会社設立、代表取締役社長に就任し現在に
至る。

代表取締役社長
手塚　健一郎 様

〈経営理念〉

MANUFACTURING FOR HAPPINESS
「私たちSANWA CREATIONはものづくりを通じて、社会、お客様、社員の幸せと豊かさに貢献できる会社を
目指してまいります」

会社紹介

株
式
会
社
ジ
ャ
ロッ
ク
代
表
取
締
役
社
長  

斉
藤 

力
丸 

様

〝
お
客
様
の
困
り
事
〞 に
応
え
る

庫
内
物
流
シ
ス
テ
ム

特
殊
技
術
・
特
殊
製
品
紹
介

ユニットメザニンラックは
保管スペース確保の大きな味方です！
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「
物
流
で
感
動
を
届
け
た
い
」先
進
性
と
徹
底
的
な

現
場
目
線
で
物
流
現
場
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

「
モ
ノ
づ
く
り
」か
ら「
モ
ノ
配
り
」の
た
め
の
物
流

現
場
へ
。倉
庫
の
役
割
が
大
き
く
変
わ
る
中
、〝
物
流

業
界
の
風
雲
児
〞と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ロ
ッ
ク
は
、お
客

様
の
お
困
り
事
に
応
え
る
先
進
的
そ
し
て
地
に
足

の
つ
い
た
庫
内
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。「
物

流
で
感
動
を
届
け
た
い
」と
い
う
同
社
の
想
い
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。

多
品
種
少
量
化
す
る
倉
庫
業
務
に
最
適
化
さ
れ

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

　
〝
巣
ご
も
り
消
費
〞に
よ
る
E
C（
電
子
商
取
引
）

の
急
成
長
と
と
も
に
、物
流
倉
庫
の
役
割
は
大
き

く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。メ
ー
カ
ー
が
自
社
商
品
を
大

量
保
管
す
る
少
品
種
多
量
型
の
倉
庫
か
ら
、大
型

店
舗
の
よ
う
に
膨
大
な
品
物
を
少
量
ず
つ
管
理
運

用
す
る
多
品
種
少
量
型
の
倉
庫
へ
と
ニ
ー
ズ
が
移
り

変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
」の
た
め
の
倉
庫
か
ら
、「
モ
ノ
配

り
」の
た
め
の
倉
庫
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
し
た
変
化
を
先
取
り
し
て
、時
代
が
求
め
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
の
が
我
々
の
使
命
で
す
。

　

例
え
ば
、
倉
庫
の
天
井
に
取
り
付
け
る 

「Revolution Fans

」（
リ
ボ
リ
ュー
シ
ョン
フ
ァ
ン
）。

ブ
レ
ー
ド
の
長
さ
が
最
大
7m
の
巨
大
な〝
扇
風
機
〞

は
、作
業
員
が
2
、3
人
程
度
の
従
来
型
の
倉
庫
に

は
不
要
な
装
置
で
す
。し
か
し
、多
く
の
作
業
員
が

働
く
E
C
倉
庫
で
は
、快
適
な
労
働
環
境
の
実
現

と
作
業
効
率
化
に
欠
か
せ
な
い
環
境
機
器
と
な
る

の
で
す
。

 
こ
う
し
た「
モ
ノ
配
り
」の
た
め
の
倉
庫
に
求
め
ら

れ
る
、か
つ
て
な
い
機
器
や
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い

る
の
が
、〝
物
流
業
界
の
風
雲
児
〞と
呼
ば
れ
る
ゆ
え

ん
で
も
あ
り
ま
す
。

　

1
9
6
3
年
に
創
業
し
、今
年
で
60
年
目
を
迎

え
る
弊
社
は
、創
業
当
初
か
ら
大
手
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
純
正
部
品
の
庫
内
物
流
サ
ー
ビ
ス
に
長
く
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

車
種
と
年
式
が
多
く
、一
車
種
当
た
り
数
千
点
が

必
要
に
な
る
自
動
車
部
品
は
、ま
さ
に
多
品
種
少

量
で
す
。弊
社
は
注
文
を
受
け
て
か
ら
タ
イ
ム
リ
ー

に
ピ
ッ
キ
ン
グ
し
、翌
日
に
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
お
届
け

す
る
と
い
う
、今
日
の
E
C
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
50

年
以
上
に
わ
た
っ
て
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
通
じ
て
、「
モ
ノ
配
り
」の
物
流
現
場

に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
知
り
尽
く
し
て
い
る

こ
と
が
、弊
社
が
お
客
様
か
ら
信
頼
を
集
め
て
い
る

大
き
な
理
由
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、弊
社
は
庫

内
物
流
シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、工
場

を
持
た
な
い
フ
ァ
ブ
レ
ス
生
産
方
式
に
徹
し
て
い
ま

す
。企
画
力
、開
発
力
、デ
ザ
イ
ン
力
を
発
揮
し
て
、 

顧
客
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
や
機
器
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
の
も
弊
社
の
特
徴
で
す
。

「
モ
ノ
配
り
倉
庫
」の
抱
え
る
悩
み
を
解
決
す
る

5
つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

　
「
モ
ノ
配
り
倉
庫
」は
人
が
働
く
倉
庫
、そ
こ
に
は

5
つ
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。一つ
は「
庫
内
の
環

境
改
善
」、二
つ
目
が「
安
全
・
安
心
」、3
つ
目
が

「
空
間
有
効
活
用
」、4
つ
目
が「
労
務
負
担
軽

減
」、そ
し
て
最
後
に「
Ｄ
Ｘ
化
」で
す
。我
々
は
こ
の

5
つ
の
現
場
の
悩
み
に
寄
り
添
い
、地
に
足
の
つ
い
た

カ
タ
チ
で
、お
客
様
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

メ
ー
カ
ー
の
垣
根
を
越
え
て
求
め
ら
れ
る
も
の

を
お
届
け
す
る

　

良
い
も
の
で
あ
れ
ば
、自
社
製
品
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
、他
社
の
製
品
も
積
極
的
に
取
り
扱
い
ま

す
。大
切
な
の
は
、 

お
客
様
の
物
流
現
場
を
い
か
に

よ
り
良
く
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
、

我
々
が
垣
根
を
設
け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
く
に
物
流
の
先
進
国
で
あ
る
欧
米
や
中
国
の

最
新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
を
い
ち

早
く
採
り
入
れ
、お
客
様
に
提
供
。海
外
の
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
メ
ー
カ
ー
と
提
携
し
、物
流
現
場
の
D
X

化
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
化
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
紹
介
し
た「Revolution Fans

」も
、ジ
ャ

ロッ
ク
が
発
掘
し
総
代
理
店
契
約
を
結
ん
だ
米
国
企

業
の
製
品
で
す
。弊
社
は
独
立
系
メ
ー
カ
ー
と
し
て

50
年
以
上
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、系
列

な
ど
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
な
く
、お
客
様
が
真
に

求
め
る
ソ
リ
ュー
シ
ョン
を
提
供
で
き
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、自
社
製
品
に
お
い
て
も「
お
客
様
の

困
り
事
に
応
え
る
」と
い
う
思
い
を
貫
い
て
開
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。代
表
的
な
製
品
が
、既
存
の
中
量

ラ
ッ
ク
の
上
部
に
高
さ
5
m
の
ラ
ッ
ク
を
増
設
す
る

「
タ
ナT

Sum
U
®

」（
タ
ナ
ツ
ム
）と
、ラ
ッ
ク
の
間
を

走
行
し
、人
が
乗
る
デ
ッ
キ
を
高
さ
3・2
m
ま
で
昇

降
で
き
る「H

ypickRunner®

」（
ハ
イ
ピ
ッ
ク
ラ
ン

ナ
ー
）で
す
。

　

人
が
品
物
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
E
C
な
ど
の
倉

庫
で
は
、手
を
伸
ば
せ
る
高
さ
2
m
以
上
の
上
部
空

間
が
ど
う
し
て
も
無
駄
な
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
製
品
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、高
さ

5
m
の
棚
に
も
手
が
届
く
の
で
、限
ら
れ
た
倉
庫
ス

ペ
ー
ス
で
も
、よ
り
多
く
の
品
物
が
置
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
「
タ
ナT

Sum
U

」は
既
存
ラ
ッ
ク
の
解
体
や
保
管

物
の
移
動
な
ど
を
せ
ず
に
増
設
で
き
る
の
で
、日
々

の
物
流
作
業
が
止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、「H

ypickR
unner

」は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
免

許
が
な
く
て
も
運
転
で
き
ま
す
し
、女
性
で
も
安

全
、簡
単
に
動
か
し
て
高
所
の
品
物
を
ピ
ッ
キ
ン
グ

で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、あ
ら
ゆ
る
面
で
庫
内
作
業
の
課
題

に
応
え
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
、弊
社
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。

Logistics for the future

に
貢
献
し「
物

流
で
感
動
を
届
け
た
い
」

　

弊
社
は
、国
内
外
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
は
じ

め
、「
つ
な
が
る
こ
と
」「
つ
な
げ
る
こ
と
」を
価
値
創

造
の
源
泉
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
1
つ
と
し
て
、2
0
1
8
年
9
月
に
は
物
流

関
連
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
ユ
ー
ザ
ー
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
物
流
S
O
S
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
は
誰
で
も
パ
ソ
コ
ン
が
1
台
あ
れ
ば
E
C
を
始

め
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、ど
う
す
れ
ば
倉
庫
を
借

り
た
り
、段
ボ
ー
ル
を
調
達
し
た
り
で
き
る
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
る
個

人
や
中
堅
・
中
小
の
ユ
ー
ザ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
結
ぶ
、グ
ル
メ
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
す
、弊
社
は
中
堅・中
小
規

模
の
ユ
ー
ザ
ー
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、取
り
扱
う
シ
ス
テ
ム
や
製
品
を
、長
期
レ

ン
タ
ル
や
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方
式
で
も
ご
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

弊
社
はLogistics for the future

（
未
来
の

た
め
の
物
流
）に
貢
献
し
、品
物
を
受
け
取
る
エ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々
に『
物
流
で
感
動
を
届
け
た
い
』

と
い
う
強
い
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
実
現
の
た

め
に
、こ
れ
か
ら
も
顧
客
第
一
主
義
、現
場・現
物・現

実
第
一
主
義
の
経
営
理
念
の
下
、弊
社
に
し
か
で
き

な
い
先
端
的
な
物
流
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い

き
ま
す
。

「モノ配り倉庫」が抱えるお悩み

倉庫、工場、店舗の上部空間に保管スペースとして必要最適な面積のラックをつくり保管効率を高めます。
5種類からなるユニットを組み合わせ、小スペースから大規模まで様々な形状に実績がございます。

さて、弊社にはＴＶやビジネス誌で紹介されるような全自動ロボット工場から、もっとリーズナブルにできる
ソリューションまでたくさんございます。
以下、少額投資で出来るソリューションをご紹介いたします。

① 空間の有効活用

（1）急ぎ保管スペースが必要な方向けの特効薬！保管量アップのための強い味方！
【ユニットメザニンラック】

既存の中量ラックの周りを囲い込むように上部へラックを「増設」するジャロック独自のソリューション（特許申請中）で上部空間の
有効活用を実現。既存のラックも廃棄することなく活用可能です。

（2）既存のラックを活かしつつ上部空間を保管スペースに変換！まるで魔法のラック！
【タナTSumUⓇ （タナツム）】

ソリューション紹介

①庫内の
作業環境改善

③空間の
有効活用

④労働
負担軽減

②安全・安心

⑤物流DX化
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フォークリフト資格不要の高所ピッキング台車。また、高所ピッキングが可能な「ハイピックランナー」は、上部空間を活用した「タナ
TSumUⓇ（タナツム）」と相性抜群。スリムなボディと旋回性は通路幅を最小限にでき、保管効率、作業効率とも向上できます。

（3）5ｍの高さまで直接ピッキング！バラ保管による上部空間有効活用の必需品！

【Hypick RunnerⓇ（ハイピックランナー）】

猛暑はもう当たり前、対策は先手必勝で備えあれば憂いなし。室外機と一体になった可動式のス
ポットクーラーは今年の夏も必需品です。好評の月額レンタルでの一定期間貸出は納品が追い付
かないほど。今年の夏は台数増で受付中です！

（２）熱中症対策②　必要な時に必要な場所に必要なだけ直接冷気を送り込む！

【スーパークール＝超涼】

ニコパイプ＆ジョイントは、パイプ、ジョイント、キャスターなどを組み合わせ、あらゆる現場の改善アイテムを自由なサイズで組立てる
事が出来るシステムです。現場をより働きやすく、より効率的にしたいといったお悩みを改善します。
お客様の無限の発想を形にするニコパイプ＆ジョイントで現場改善のお手伝いをさせていただきます。

（３）現場に合わせた改善ツールが、各種パーツを組み立て簡単に出来上がる！
【ニコパイプ＆ジョイント】

今では一般的となった大型シーリングファン。空調ではなくやさしい風を起こして、体感温度を最大5℃下げることができます。米国
Rite-Hite社製のリボリューションファンは世界での導入実績35,000台、16年の販売実績があり、安全面でも安心してご使用いた
だけます。

（1）熱中症対策①　大規模スペースに効率よく風を起こして体感温度を下げる！
【リボリューションファン】

② 現場作業環境改善

工場や倉庫での工程間の搬送の際に、路面に車輪がとられ荷崩れした、段差に気付かず台
車を押してぶつかって荷崩れした、精密機械を搬送中に振動で故障した、などのご経験はあ
りませんか？キャリーランナーNEOが即解決します！

（１）路面の凹凸や段差をスムーズに乗り越えるクローラー式搬送台車。
荷崩れとサヨナラ！

【キャリーランナーNEO】

作業者の方の高齢化、女性の活躍が拡がる中、電動による重量物の上り坂でのアシスト、下り坂でのスピード抑制機能で、作業さ
れる方の負担軽減と安全をサポートします！
アシストユニットを選んでいただきますと、いまお使いの台車への取付も出来ます。

（２）重量物の台車搬送をアシストしてくれるスイスイ＆安全ソリューション！
【電動アシスト台車】

③ 従業員の高齢化・女性の活躍のための負担軽減

独自の特殊成型技術と潤滑性が高いプラスチック樹脂材料を使用し、表面の接触面積を少なくすることにより、上に載せた荷物
を滑らせて移動を容易にするためのボード。高齢者や女性が活躍する作業環境で、最も手軽に導入でき、効果抜群のソリュー
ションツールです！

（３）軽量コンパクトなボードを敷いて滑らせるだけで、パレットや段ボール重量物搬送がスイスイ！
【スライダーボード】
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2
0
2
3
年
10
月
26
日（
木
）

〈
10
時
〜
16
時
〉に
第
12
回
さ
わ
や

か
信
用
金
庫
物
産
展
を
大
田
区
産

業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
に
て
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

さ
わ
や
か
信
用
金
庫
の
お
取
引

先
様
を
中
心
に
全
国
13
信
用
金
庫

の
お
取
引
先
様
も
加
わ
り
、合
計
で

70
先
以
上
の
多
数
の
出
展
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

地
元
銘
品
か
ら
全
国
の
銘
品
ま

で
生
鮮
食
品・加
工
食
品・菓
子
類・

飲
料
・
酒
類
・
各
種
雑
貨
等
の
商
品

の
紹
介
、展
示
販
売
、地
域
物
産
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。本
会
場
で
は
4

年
振
り
の
開
催
と
な
り
、賑
や
か
に

「
出
会
い
」を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
都
内
近
郊
の
観
光
地
と

物
産
展
の
会
場
に
立
ち
寄
る「
日
帰

り
旅
行
」も
同
時
に
実
施
し
、多
く

の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
、沢
山
の
お

買
い
物
を
楽
し
ま
れ
ま
す
。

　

日
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
感

謝
を
こ
め
て
物
産
展
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。出
展
者
様
が
個
々
の

ブ
ー
ス
で
商
品
を
販
売
す
る
だ
け
で

な
く
、地
域
の
お
客
様
同
士
が
出
会

う
交
流
の
場
を
提
供
し
、地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
く
環
境
作
り
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、当
日
は
同
業
種
交
流
会（
次

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）も
同
時
に
開
催
し

ま
す
。感
染
対
策
に
十
分
配
慮
し

て
実
施
致
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
皆
様

の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

ジャロックの前身　尾端工業株式会社創業
株式会社ジャロック設立
株式会社ジャロックエンジニアリングサービス設立
空間有効活用「ユニットメザニンラック」商品化
中国南京市にラック製造工場ジャロック物流（南京）有限公司設立
イタリアの物流機器メーカーAutomah社と国内総販売代理店契約
アメリカの物流機器メーカーRite-Hite社と国内総販売代理店契約
リース会社と業界初のサブスクリプション販売開始
株式会社コネクシオ設立
新商品キャリーランナー「平成30年度東京都トライアル認定」受賞
物流業界のポータルサイト「物流SOS」開設
ジャロックホールディングス株式会社設立
新商品キャリーランナー「第31回中小企業優秀新技術・新製品奨励賞」受賞
埼玉県内にジャロックテクニカルトレーニングセンター（JTTC）開設
空間有効活用「タナTSumU&ハイピックランナー」商品化
中国AMR Robot会社Sirius社と国内販売代理店契約
BYD FORKLIFT JAPAN株式会社と販売店契約締結

【会社沿革】
1963年
1974年
1997年
2001年
2004年
2013年
2015年
2018年
2018年
2018年
2018年
2019年
2019年
2019年
2020年
2020年
2021年

12月

4月
9月

12月
2月
7月
9月

10月
11月
4月
4月
5月
7月
8月
3月

代表取締役社長
斉藤　力丸 様

会社紹介

 

第
１２
回

さ
わ
や
か
信
用
金
庫
物
産
展
を
開
催

【代表紹介】
（学歴）

私立駿台甲府高等学校卒業
私立慶應義塾大学経済学部卒業

1985年
1989年

3月
3月

（職歴）
日本航空株式会社入社
大阪支店国内営業部、東京空港支店歴任
株式会社ジャロック入社
株式会社ジャロック営業本部室室長就任
株式会社ジャロック代表取締役社長就任
株式会社ジャロックグループ代表就任

1989年

1993年
1993年
1999年
2010年

4月

5月
6月
6月
6月

様々なソリューションを抜粋の上、ご覧いただきました。何か工場、倉庫でのお困り事がございましたら、紹介内容なく
とも遠慮なくご相談ください。また気になるソリューションなどございましたら是非お問い合わせください。

荷物を持ち上げたり、運んだり、持ち上げて回転させたりといった作業を、人の代わりに行ってくれるリフターになります。物流先進
国スウェーデンで生まれた、人にやさしいリフターです。荷物をピックするアタッチメントも豊富で、様々なニーズにお応えできます。
重筋作業を機械化し、作業負担を軽減し、労災リスクを減らしていきませんか。

（４）荷物の上げ下ろし、移動作業中の腰痛・ケガ・事故などの労災リスクとさよなら！
【リフト＆ドライブ】

社 　 名
所 在 地

ホームページ
電 　 話
F A X
創 業
設 　 立
資 本 金
代 表 者
業 務 内 容

従 業 員 数

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

：

株式会社ジャロック
〒164-0011 東京都中野区中央2-59-18　ジャロックビル

〈テクニカルトレーニングセンター〉〒345-0024 埼玉県北葛飾郡杉戸町堤根 3475 番地
https：//www.jaroc.com/
03（3367）3810
03（5330）7050
1963年5月
1974年12月
3,400万円
代表取締役社長 斉藤 力丸
各種工業用保管棚の製造、販売と据付工事/各種流通システム機器の製造、販売、施行と据付工事/ 物流搬送荷役
機器及び自動省力化精密機器の製造、販売と据付工事/建築物の設計、施工、管理/鋼構造物工事業/店舗、複合施
設内の店舗用ラック、カートの製造、販売と据付工事
40名（2022年5月現在）

【会社概要】 （敬称略）

さ
わ
や
か
信
用
金
庫

　
　
　

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー



2023年6月商号等：さわやか信用金庫 登録金融機関 関東財務局長（登金）第173号 加入協会：日本証券業協会 

キャンペーン期間中に、本サービスにて投資信託を
30万円以上一括購入されたお客さまに、500円を

キャッシュ
バック！

期間：2023年6月1日（木）～12月29日（金）

お申込手数料が
窓口での購入より

（定時定額による購入は除きます）

３0％
OFF

注意事項
●投信インターネットサービスは、個人の

お客さま向けのサービスです。
●本サービスのご利用には、事前にお取引店

窓口でのお申込みが必要です。
詳しくは窓口まで

お問い合わせください。

インターネットで
投資信託が購入できます
さわやか信金アプリおよび

ホームページからご利用いただけます

※ただし、初回購入時のみ１回のお取引で30万円以上お申込みの方
※ノーロード商品の購入、定時定額の購入は対象外

投信インターネットサ
ービス

取扱開始キャンペーン

　日頃よりさわやか信用金庫をご利用いただきまして、ありがとうございます。
2023年6月1日（木）から「投信インターネットサービス」を開始しました。本サービスにて12月29日
（金）までの期間中、投資信託を30万円以上一括購入されたお客様に、もれなくキャッシュバック（現金
500円）を実施しております。
　この機会に是非、「未来への投資」を始めてみてはいかがでしょうか。

さわやか信用金庫営業統括部



「aile（エール）」フランス語で『翼』、
「yell（エール）」英語で『応援』という意味

株式会社

TEL.03-3660-5971　FAX.03-3660-5973
research@sawayaka-shinkin.co.jp
https://www.sawayaka-shinkin.co.jp/research/URL

20 V
o

l.

2
0
2
3
年
8
月
2
8
日
発
行
　
通
巻
2
0
号
　
発
行
人
／
野
口
 雅
由
　
編
集
長
／
野
口
 雅
由
　
編
集
人
／
神
林
 正
司
　
印
刷
／
株
式
会
社
 三
修

〒
1
0
3
-0
0
2
5
　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
3
-1
0
-9
 テ
ィ
ー
エ
ス
ビ
ル
5
階
　
電
話
 0
3
-3
6
6
0
-5
9
7
1
　
FA
X
 0
3
-3
6
6
0
-5
9
7
3

株
式
会
社

第51回（8月）「23年６月 日銀短観はこう見て、こう読み込め」
第50回（7月）「日銀の金融政策についてはこう見て、こう読み込め」
第49回（4月）「2023年 3月 日銀短観はこう見て、こう読み込め」
第48回（4月）「日銀の新首脳陣就任に伴う先行きの金融政策はこう見て、こう読み込め」
第47回（2月）「日銀の大規模金融緩和政策継続についてはこう見て、こう読み込め」

-Back Number-
（2023年 2月～2023年 8月）

スマートフォン・タブレットからは右記の QR コード、
パソコンからは「さわやかリサーチ」のホームペー
ジより視聴・閲覧できます。

https://www.sawayaka-shinkin.co.jp/research/

無料
公開中

UserVoice
そういうことか！

旬のネタが手に入る

隙間時間にちょうどいい

経
済
を
正
し
く
掴
ん
で
、
未
来
を
読
み
解
く
ヒ
ン
ト
に

こちらから動画・レポートがご覧いただけます。

スマホ・パソコン
タブレットOK

動画もレポートも

経
済
学
入
門

鈴
木
茂
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
効
く
最
新
コ
ン
テ
ン
ツ

動画版

本
誌
で
は
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し
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な
い
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ト
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を
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か
り
易
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図
や
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を
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な
が
ら
解
説
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の
「
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を
あ
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に
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い

　

ま

株式会社さわやかリサーチ特別参与「鈴木茂」による経済動向レポート「先
週および今週の我が国主要経済指標から」を毎週掲載しています。

「先週および今週の我が国主要経済指標から」

毎週更新のPDF版のレポートも掲載！無料
経済動向レポート

さわやかリサーチ ホームページ 無料コンテンツのご紹介
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